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は じ め に

9

昭和60年 度は,人 事面では大きな異動がな く,比 較的安定 した時期であ

ったが,研 究面や事業面では話題の多い年度であった。

まず研究面か らい うと,特 別研究3件 の うち2件 がこの年度に新 しくス

ター トした。元来,'1り研究所で行っている研究は,大 別す ると4種 に分け

られ る。その第1は,所 員が 自ら課題を選択 して行な う「一般研究」であ

り,策2は,多 数の所liが 一つの課題をめ ぐって総合的に行なう「特別研

究」である。 このほかに第3と して,k化 財の所有者などか らの委託を受

けて行な う「受託研究」,第4と して「科学研究費による研究」がある。かよ

うに特別研究は,当 研究所の研究の肢要な柱であるが,本 年 度,「壁画 ・

障壁画の実証的研究」と「金属文化財の材質 ・技法及び保存に関する科学的

研究」が開始 された。いずれ も4か 年計画で進められる予定である。

研究に類する調査等でも,噴 文「荒神谷遺跡出土銅剣」の調査が開始され

た。これは最近島根県で358本 がまとまって出十 したことで有名なもので

あ り,息 の長い調査 ・修復事業となろう。

劇業面で特に注目したいのは,第9回 文化財の保存及び修復に関する研

究のための国際研究集会である。今回はそのテーマを「各種文化財に関す

る専門家の養成」とした。 国際機関イクロムのエルダー所長をは じめ,ヨ

ーロッパ及びアジアか ら発表者を迎え,3日 間にわた り討議が行われた。

この結果,わ が国の養成計画,特 に学校教育における文化財関係者養成が

いち じるしく立ち遅れていることが明らかとな つた。

D

東京國立文化財研究所長

伊 藤 延 男
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1。 沿 糞略主

1.設 立 の経緯

東京国立文化財研究所は,昭 和27年4月1日 発足したが,そ の前身であ り母体とな

ったものは,昭 和5年 に創設された政府機関の帝国美術院附属美術研究所である。

この美術研究所は,大 正13年7月,帝 国美術院長子爵故黒田清輝の遺言により美術

奨励事業のために寄付出捕 した資金で遺言執行人が選択決定 した事業である。すなわ

ち遺言執行人代表伯爵樺山愛輔は,故 子爵の遺志にしたがってこの資金で行 うべき事

業の選定を伯爵牧野伸顕に一任した。牧野伯爵は帝国美術院長福原錬二郎及び東京美

術学校長正木直彦とはかつて諸方面の意見を徴し,ま た,我 が国美術研究の必要に照

らして次の事業を行 うこととした。

(1)美 術に関す る基礎的調査研究機関として美術研究所を設けること。

② 黒田子爵の作品を陳列 して同子爵の功績を記念すること。

(3}前 二項の目的を達するために適当な建物を造営すること。

(4)事 業成立の上は一切これを政府に寄附すること。

2.年 代別重要事項

昭和 元 年12月 前記の事業を遂行するため委員会が設備され,東 京美術学校長正木

直彦が委員長に就任 し,美 術研究所事業については東京美術学校教授矢代幸雄,黒

田子爵作品陳列については東京美術学校教授久米桂一郎 ・同岡田三郎助 ・同和田英

作 ・同藤島武二及び大給近清,建 築造営については東京美術学校教授岡田信一郎,

会計事務については遺言執行人打田伝吉を各委員として事務を分掌進行させた。

昭和2年2月 美術研究所準備事業を閉始した。

同 年10月 東京市上野公園内 に鉄筋 コンクリー ト造,半 地階2階 建,延 面積

1,192m2の 建物1棟 を起工 した(本 館)。

同3年9月 前記の建物が竣工したので,美 術研究所開設のため必要な備品 ・図

書 ・'Fl真等の研究資料を設備 し,ま た,館 内に黒田子爵記念室を設け,同 子爵の作
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沿 革

品を陳列 した。

同4年5月 遺言執行人代表者樺山愛輔は,建 物 ・設備 ・研究資料等一切の外に

金15万 円をそえて帝国美術院長に寄附を願い出た。

同5年6月28日 勅令第125号 に より帝国美術院に附属美術研究所が 置かれ,東 京美

術学校正木直彦が同研究所の主事に補せ られた。

同 年10月17日 美術研究所開所式を挙行 した。

同7年1月 美術研究所の研究成果発表機関誌として,定 期刊行物「美術研究」を

創刊した。

同 年4月18日 株式会社朝 日新聞社より明治大正美術史編纂費として本年から向う

5か 年間毎年5千 円,合計2万5千 円を帝国美術院に寄附 したいとの申出があった。

同 年5月26日 帝 国美術院はこの申出を受理 した。

明治大正美術史編纂委員会規程を設け,美 術研究所は明治大正美術史の編纂に関す

る事務を行 うことになった。

同9年10月18日 毎年10月18日 を開所記念 日と定めた。

同10年1月28日 鉄筋 コンクリー ト造,2階 建,延 面積129m2の 書庫が竣工 した。

同 年4月 「日本美術年鑑」の編纂事務を開始 した。

同 年6、月1日 勅令第148号 により美術研究所官制が公布された。

研究資料閲覧規程を制定し,閲 覧事務を開始 した。

同12年6月24日 勅 令第281号 に より美術研究所官制中改正の件が 公布され,従 来,

帝 国美術院に附置されていたのを文部大臣の直轄に改められた。

同 年11月29日 美術研究所長職務規程,美 術研究所事務分掌規程が制定された。

同13年2月12日 木 造,平 屋建,延 面積97㎡ の写真室1棟 が竣工 した。

同19年8月10日 黒 田清輝の作品,並 びに写真原版を東京都西多摩郡小宮村谷間家倉

庫に疎開した。

同20年5月28日 美術研究所の図書 ・諸資料全部を山形県酒田市本町1丁 目本間家倉

庫3棟 に疎開した。

同 年7～8月 酒田市本間家倉庫に疎開した図書資料を爆撃の危険を避けるため,

さ らに酒田市外牧 曽根村松沢世喜雄家倉庫 ・観音寺村村上家倉庫 ・大沢村後藤作之

丞家倉庫にそれぞれ分散疎開した。
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同21年3月29日 酒田市疎開中の図書 ・諸資料等の東京向け発送を終了した。

同 年4月4日 酒田市疎開中の図書 ・諸資料等が東京に到着し引揚げを完了した。

同 年4月16日 東京都西多摩郡に疎開中の黒田清輝作品並びに写真原版の引揚げを

完了した。

同22年5月1日 美術研究所官制が廃止され,国 立博物館官制が制定された。美術研

究所は同館の附属美術研究所となった。

国立博物館に保存修理課発足。 同課内に保存技術研究室を置いた。(保 存科学部の

前身)。 昭和23年 度 より専任の職員を配置 し,研 究を開始した。 研究室は国立博物

館本館地下の修理室の一室(66m2)に 設けた。

同24年4月 科学研究費補助金により光学的方法による美術品の鑑識に関する研

究が開始された。

同25年8月29日 文化財保護法の制定に伴い,美 術研究所は文化財保護委員会の附属

機関となった。

昭25年9月15日 文化財保護委員会事務局設置にともない,保 存科学研究室は国立博

物館保存修理課か ら文化財保護委員会事務局保存部建造物課に所属換}xと なった。

同26年1月31日 美術研究所組織規程が定められ第一研究部 ・第二研究部 ・資料部 ・

庶務室が置かれた。

同27年4月1日 文化財保護法の一部が改正,東 京文化財研究所組織規程が定め ら

れ,美 術部 ・芸能部 ・保存科学部 ・庶務室の3部1室 が置かれ,美 術研究所組織規

程が廃止された。

また,文 化財保護委員会事務局保存部建造物課保存科学研究室も廃止された。

同 年7月1日 芸能部研究室として東京芸術大学音楽学部邦楽科教室2室 を同大学

から借用し,研 究を開始 した。

同28年4月26日 保存科学部研究室として,東 京国立博物館構内の倉庫132!㎡ を改造

の うx,移 転 した。

同29年7月1日 東京文化財研究所組織規程の一部が改正され,東 京国立文化財研究

所 となった。

同32年3月22日 東京国立博物館構内に木造,外 部鉄網モルタル塗,平 家建,8m2の

保存科学部の薬品庫が竣工した。
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沿 革

同 年11月30日 従来の2階 建書庫のうえに更に1階 を増築3階 建とし,増 築分延面

積71m2が 竣工 した。

同34年4月30日 国立文化財研究所研究受託規程が定められ,こ の年度から受託研究

が開始された。

同36年9月16日 東京国立文化財研究所組織規程の一部が改正され,従 来の庶務室は

庶務課となった。

同37年3月31日 東京国立博物館構内に保存科学部庁舎(保 存科学部実験室)と して,

鉄筋コンクリー ト造2階 建延面積663m2の 建物1棟 が竣工した。

同 年7月1日 東京国立文化財研究所組織規程の一部が改正され,新 たに保存科学

部に修理技術研究室が置かれた。

同 年7月20日 芸能部研究室は,保 存科学部庁舎の竣工に伴い,旧 保存科学部庁舎

に移転した。

同43年6月15日 文 部省設置法の一部が改正され,本 研究所は文化庁附属機関となっ

た。

同44年8月23日 保存科学部庁舎に隣接 して新営される別館庁舎(延1,950.41㎡)の 起

工式が行われた。

同45年3月25日 前記の別館が竣工したので,同 年5月26日 竣工式が行われた。

同45年4月22日 芸能部は,別 館3階 に移転 した。

同45年5月8日 保存科学部は別館の地階～2階 に実験用機械類の移転据付を終了 し

た。

同45年6月29日 保存科学部庁舎の1階 の模様替工事に着手 し,同 年10月15日 工事が

終了した。

同 年11月2日 所長及び庶務課は,本 館か ら保存科学部庁舎の1階 に移転した。

(本館は,美 術部庁舎 となる)し たがって研究所の所在地表示は 「12番53号」が 「13

番27号 」に変更された。

同46年4月1日 保存科学部庁舎及び別館の敷地2,658㎡ を東京国立博物館から所管

換された。

同48年4月12日 文部省設置法施行規則の一部が改正され,新 たに修復技術部が設け

られ4部1課 となり,修 復技術部に第一修復技術研究室及び第二修復技術研究室が
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沿 革

置かれ,保 存科学部修理技術研究室は廃止された。

同52年4月18日 文部省設置法施行規則の一部が改正され,情 報資料部の新設により

5部1課 とな り,情 報資料部に文献資料研究室及び写真資料研究室が置かれ,美 術

部資料室は廃止された。

同53年3月20日 本館構内の写場等(木 造平家建延面積144m2)を 取 りこわし,情 報資

料部研究棟として,鉄 筋コンクリー ト造,地 下1階,地 上3階,延 面積565.95m2の

建物が竣工 した。

同53年4月5日 文部省設置法施行規則の一部が改正され,新 たに修復技術部に第三

修復技術研究室が置かれた。

同59年6月28日 文部省組織令が改正され,本 研究所は文化庁施設等機関となった。

3.歴 代 所 長(昭 和5年 ～昭和60年)

主 事

主 事

所長事務取扱

所 長

所長事務取扱

所 長

所 長 代 理

所 長

所長事務代理

所 長

所 長

所 長

正

矢

和

矢

田

田

福

松

矢

田

関

伊

木

代

田

代

中

中

山

本

代

中

野

藤

直

幸

英

幸

豊

豊

敏

栄

幸

延

彦

雄

作

雄

蔵

蔵

男

一

雄

松

克

男

(昭 和5,6.28～ 昭 和6.11.24)

(昭 和6.11。25～ 昭 和10.5.31)

(昭 和10.6.1～ 昭 和11.6.21)

(昭 和11,6.22～ 昭 和17.6.28)

(昭 和17.6.29～ 昭 和22.8.15)

(昭 和22.8.16～ 昭 和23.5.10)

(昭 和23,5.11～ 昭 和24.8.30)

(昭 和24.8.31阿 昭 和27.3.31)

(昭 和27.4,1～ 昭 和28.10.31)

(昭 和28.11.1～ 昭 和40.3.31)

(昭 和40.4.1～ 昭 和53.4.1)

(昭 和53.4.1～ 現 在)
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皿.機 構 ・職 員 ・予 算

東京国立文化財研究所は,文 化財に関する調査研究,資 料の作成及びその公表を行

うことを目的として設立された文化庁の施設等機関である。その機構等は次のとおり

である。

1.機

所 長一

構

一 庶 務 課

課 長一 課長補佐一 嘆 蕪

部

長

術

部

美

一 芸 能

部

…{鶏 諜

部

長

主任研究官

一 演劇研究室

一 音楽舞踊研究室

一 民俗芸能研究室

部

長

学科存

部

保一

主任研究官

一 一修復技術部

部 長

一 化学研究室

一 物理研究室

一 生物研究室

…主任研究官

一 第一修復技術研究室

一 第二修復技術研究室

　1一 第三修復技術研究室

一 情報資料部

部 長一一

一一一一主 任 研 究官

一 文献資料研究室

一 写真資料研究室

一6一



機構 ・職員 ・予算

2.職 員

氏

男

美

博

朗

子

子

子

美

子

子

昇

登

子

美

雄

キ

孝

之

子

雄

夫

信

子

雄

子

雍

昭

賀

喜

由

佐

智

美

延

保

多

節

有

真

美

美

祥

恵

忠

ツ

正

榮

久

英

道

絵

治

道

郷

藤

山

山

藤

本

村

田

澤

野

原

澤

下

田

西

木

田

澤

口

實

宅

輪

藤

梨

隅

藤

本

生

を

伊

笹

西

斎

松

中

太

滝

小

松

相

山

鎌

山

佐

松

柳

関

田

三

三

佐

山

三

佐

松

蒲

長

長

佐

長

任

員

名

補

主

μ補

〃

長

務

務

職

所

課

課

係

庶

事

属

喪

課

係

}

務

務

互

所
庶

庶

り

長

員

員

員

員

長

長

官

長

員

長

長

の

長

鮒

佐

佐

佐

究

鮒

〃

補

〃
補

補

研

〃

究

〃

院

査

務

能

務

任

酬

調

係

係

事

技

業

部

室

主

室

研

部

室

調

室

係計会

部
盤

術
細

美
第

室究研二第

　
り
　
エ

　

隔

繍

劇

楽

演

音
室

芸

墨俗芸能酬 室 即 オ
主 任 研 究 官1 中1

調査研獺(非)1仲

田

村

井

(昭和61年3月30日 現在)

名I

i(日本建築史)

!1

(仏教絵画史)

(日本仏教絵画史)

(染織工芸史)

(日本彫刻史)

(日本近世 ・近代絵画史)

(日本近代絵画史)

(日本近代絵画史)

(民俗芸能)

(寺院芸能)

(中世芸能)

(音楽学)

(日本演劇)
i

茂 子1(民 俗芸能)

幸二郎(芸 能史)

7



機構 ・職員 ・予算

所 属 職 名 氏 名

保 存 科 学 部

化学研究室

物理研究室

生物研究室

修 復 技 術 部

第一修復技術研究室

第二修復技術
研究室

第三修復技術
研究室

情 報 資 料 部

文献資料研究室

髪顛 料研究

部 長

室 長

主 任 研 究 官

室 長

主 任 研 究 官
〃

技能補佐員(非)

室 長

調査研究員(非)

部 長

室 長

研 究 員

専 門 職 員

室 長

室 長

研 究 員

部 長

室 長

研 究 員

事務補佐員(非)
〃

室 長

研 究 員

専 門 職 員
〃

〃

理

夫

夫

子

郎

俊

威

夫

郎

也

克

義

久

武

敏

陸

定

英

八

友

寿

本

淵

倉

城

川

浦

澤

井

木

里

江

馬

門

見

石

三

富

新

森

鈴

中

輝

曙

彦

忠

勝

浦

木

田

西

茂

増

治

夫

男

夫

清

繁

次

辿

口

木

倉

樋

青

宮

米

新

子

子

良

き

玲

と

武

尾

内

坂

田

之

島

竹

保

鶴

之

次

正

良

廣

弘

和

昌

木

本

川

保久

鈴

橋

市

野

(分析化学)

(同位体化学)

(無機分析化学)

(塗料化学)

(光学)

(計測工学)

(分析化学)

(微生物学)

(応用昆虫学)

(日本工芸史)

(日本工芸史)

(木材材質改良学)

(彩色保存技術)

(日本工芸史)

(高分子化学)

(考古学)

(日本中世絵画史)

(日本中世絵画史)

(日本中世絵画史)

(中国絵画史)

(日本近世絵画史)

(美術写真)

(〃)

(〃)

昭和60年度における退職者

所 属 官 職 名1

庶 務 課t事 務 補 佐 員 年 代
ト

業 務 補 佐 員 松 田

芸 能 部[調 査研究員(非)山 田
↓

氏 名 在 職 期 剛 備

美

キ
壁

直

ツ

智

.

一8一

59.5.1ハ げ60.5.31

56.4.1^61.3.31

60.4,1ハ げ61.3.31

退

〃

〃

考

職

L __



機構 ・職員 ・予算:

所 属1官 職 名1氏 名1在 職 期 聞1備
　

蠕報資料嚇 ㍗ 之贈i:1:1:1二:1.3.31
1.3.31退

考
繭

3.名 誉研 究 員

・
し

男

修

吉

三

郎

郎

克

和

健

輕

代

雄

キ

三

三

里

よ

敏

友

健

畏

傳

光

千

萬

ア

姫

山

田
崎

石

村

野

山

野

上

道

野

氏

白

福

高

岩

登

岡

中

関

秋

久

川

関

横

上

江 上

名1退 職 時 官 職 名

綬

田 村 悦 子

猪 川 和 子

美 術 部 長
〃

修 復 技 術 部 長

保 存 科 学 部 長

美 術 部 長

美術部第二研究室長

所 長

美術部第一研究室長

情 報 資 料 部 長

美 術 部 長

美術部第二研究室長

芸 能 部 長

情報資料部文献資料
研究室長

情報資料部主任研究
官

美術部主任研究官

情報資料部文献資料
研究室長

在 職 期 間

5,6,30^27,8,1

23.5.11^34.4.15

27.12.1.44.3.31

27.4.1^49.5.31

27.10.1^-50.4.1

20.5.15^51.4.1

22.10.1^53.4.1

40.4.1^-53.4.1

21.10.1^42.2.1

20.5.31^57.4.1

21.2.28^57.4.1

18.12.15^58.4.1

28.3.16^51.4.1

17.11.3^59.4.1

38.5.1^-59.3.31

22.6.16^60.3.31

22.6.27^60.3.31

1名誉研究員1発令年月
日

53.10.18

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

54.10.18

s7.io.1s

〃

58.10.18

59.10.18

〃

60.10.18

〃

身

4.昭 和60年 度 予算

顕「一

人 件 費

運 営 費

v )は補正後を表わす。

項i

I

9一

一一午 円

282,198

×106,284)

110,612j



機構 ・職員 ・予算

事 項

事 業 管 理

一 般 研 究

特 別 研 究

壁画・障壁画の科学的研究

伝統芸能の保存組織のあり方の研究

金属文化財の材質 ・技法及び保存に関する科学的研究

研究用機器整備

受 託 研 究

文化財保存に関する国際交流

文化財保存修復に関する研究のための国際研究集会

招へい研究員

ローマセンター資料収集提供

文 部 本 省

各 所 修 繕
一 般 修 繕

冷暖房設備修繕

在外研究員旅費

文 化 庁

文化財保存事業費

重文荒神谷遺跡出土銅剣の調査

、

千 円

(33,925)

35,784

(38,600)

39,992

(25,729)

26,973

1,924

z,sar

s,iss

18,970

Cr,592)

1,592

(6,438)

6,571

3,372

2,85?

342

3,552

452

3,100

4,9??

1,500

5.昭 和60年 度科学研究費補助金交付一覧

(1)職 員が研究代表者となったもの

種 別1 課 題 名

総合研究㈹

!搬 研究㈹

国 究骸 者 交 付 額

考古遺物の埋蔵環境における変質現象
に関する研究(3年 次計画第1年 次)

日本美術における中世より近世への様
式展開についての実証的研究(2年 次
計画第2年 次)

江 本 義 理1

関 ・ 正 之1

千 円

6,000

500

一10一



機構 ・職員 ・予卸

種 -
.
牙

一般研究(B)

〃

試験研究(1)

試験研究②

課 題 名

東アジア文化圏からみた沖縄舞踊技法
の特質とその舞踊譜化の研究(3年 次
計画第2年 次)

明治前半期の博覧会,美 術展覧会に関
する基礎資料の収集と研究(2年 次計
画第2年 次)

彩色文化財の劣化と保存に関する実証
的研究(3年 次計画第2年 次)

美術史学における多角的情報処理シス
テムの囲発(2年 次計画第1年 次)

計6件

研究代表者1交 付 額
..

三 隅 治 雄1,600

三 輪 英 夫

鈴 木 友 也

宮 次 男

500

2,600

14,000

(2)職 員が研究分担者となったもの

種 別 課 題

総合研究㈹

ii

名

義太夫節における様式展開の研究

保存図書の酸性化対策に関する研究

〃 日本工芸基礎資料集成とその技術に関
する研究

研究代表者名1研 究分担者

東京芸術大学 蒲 生 郷 昭
井野辺 潔

東京農工大学 増 田 勝 彦
大江礼三郎 三 浦 定 俊

東京芸術大学 中 里 寿 克
中野政樹 田 實 栄 子

一il一



1.所 長

(1)日 本建築史の研究

皿.

を置いて資料の蒐集をはかった。

(2)日 本建築技法の研究

本年度も前年度にひきつづき,木 造建 築構造 における接合 部の力学的研究を行っ

た。本研究には修復技術部西浦忠輝が参加 したほか,東 京大学教授杉山英男,同 助手

安藤直人両氏の協力も願 った。

(3)文 化財保護制度史研究

従来よりの継続として史料整理を行った。

2.美 術 部

(1)概 要

美術部は日本 ・東洋の古美術並びに日本の近代 ・現代美術とこれ らに関連ある西洋

美術についての基礎的調査研究を行い,か つその成果を公表す ることを 目的としてい

る。美術部は二室より構成され,古 美術は第一研究室が担当し,近 代 ・現代美術は第

二研究室の担当である。

研究調査は各時代にわた り絵画 ・彫刻 ・工芸の各部門について,作 品と文献資料と

の両面から実証的に進められており,共 に基礎 となる研究資料の作成と整理とに努め

ているほか,現 代美術の動向に関する調査 と資料収集をも平行 して行っている。また,

作品に関し,早 くか ら実施 して来た科学的な鑑識法を積極的に活用しているのも当部

の特色である。さらに情報資料部所員とは研究や調査の面で緊密な協力が行われてい

る。 昭和59年 度か らは4か 年計画で 情報資料部と共同の特別研究「壁画 ・障壁画の実

証的研究」が始まり,調 査と関係資料の収集を進めた。また,科 学研究費補助金による

一12一



「

美 術 部

共同研究としては「日本美術における中世 より近世への様式展開についての爽証的研

究」(一般研究A),「 明治前半期の博覧会,美 術展覧会に関する基礎資料の収集 と研究」

(一般研究B)と が2年 目にあた り,そ れぞれに成果を収めた。そのほか他機関との共

同研究による広領域の研究にも参加している。なお,研 究員それぞれの研究課題 と内

容は(2)研究 調査活動の項に示す通 りである。

研究調査の結果は,第 一研究室全員が編集担当する機関誌「美術研究」(昭和7年 創

刊)や その他の学会誌に発表 し,ま た,第 二研究室が中心とする「日本美術年鑑」(昭和

11年創 刊)を発行 してお り,単 行の研究報d:も 随時刊行 している。さらにそのほか情報

資料部 との共同で,研 究成果の一部を広 く一般の理解に資するために毎年一回公開学

術講座を開催し,ま た,58年 度 より若い専r"」家育成のための夏期学術講座を開催 して

いる。 そのほか研究成果発表の 一環として「廃寺永久is」.真言堂伝来真言八祖行状図と

その関係資料展」を10月28・29日 の両 日,情 報資料部 と共同で開催 した。なお,黒 田清

輝の遺産に基づいて創立された美術研究所,現 美術部は黒田清輝の作品その他関係資

料を保管し,そ の多くを陳列する黒田記念室は毎週一回木曜 日の午後公開している。

第一研究室

日本及び東洋諸地域の古美術について,各 研究員が専門とする領域 と時代を中心に

調査研究を進め,主 要問題を捉えた共同研究を行い,常 に精密な基礎資料の収集に努

めている。なお,第 一研究室の研究員は「美術研究」の編集業務を担当している。

箪二研究室

明治以降の日本近代美術に関する調査研究と,こ れに関連する西洋美術及び日本近

世の洋風美術の調査研究,並 びに現代美術の動向に関する資料の収集と調査 とを継続

して行 っている。 また,科 学研究費補助金により共同研究として「明治前半期の博覧

会,美術展覧会に関する基礎資料の収集と研究」(一般(B)代 表者 三輪英夫第2年 度)

を行 った。とくに現代美術に関する調査研究においては,そ の年度に収集 した資料を

整理し,そ の成果をr日 本美術年鑑』として毎年公刊している。本年度は,昭 和58年 の

内容をもった昭和59年 版を刊行し,引 続いて60年 版の編集に着手 した。

また,研 究事業として昭和52年 度以降実施してきた黒田清輝巡回展は当研究室が中
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調 査 研 究

心となって行われてきたが,本 年度は一部作品の修理を行ったため中止 した。

(2)各
ム
冊
1111II

A.一 般 研 究

1.美 術基準作品の研究

わが国古代中世の美術工芸品の うち,国 宝 ・重要文化財あるいはそれに準ずる優作

で,年 記銘を有する作品あるいは作者 ・流派 ・様式等を代表す るもの等,美 術史上の

基準的作品について詳細に考察し,併 せて文献史料の検討をも加え,美 術工芸遺品の

体系づけに役立てる。

(1}仏 教絵画の調査研究

基準作として有名な教王護国寺蔵五大尊(5幅)及 び同寺旧蔵京都国立博物館蔵十二

天(12幅)に ついて,そ れぞれ継続的な調査を実施 した。(柳澤 ・関 口)

(2)日 本仏教彫刻史研究

仏師快慶及び快慶派仏師の研究を進めた。快慶に関 しては和歌山遍照光院阿弥陀如

来立像,東 大寺公慶堂地蔵菩薩立像ほか,い わゆる安阿弥様作例では大阪大心寺阿弥

陀如来立像,神 奈川教恩寺阿弥陀三尊像などの調査を実施 した。(三宅)

③ 染織品の研究

ア 上代裂の研究

東京国立博物館所蔵の法隆寺裂・正倉院裂の基礎調査を続行 している。(田貧)

イ 近世初期染織品及び小袖の研究

米沢市の上杉神社蔵上杉謙信所用服飾類の調査 ・研究,宮 城県白石市の片倉

家伝来服飾類の調査・研究,和 歌山市の紀州東照宮伝来服飾類の調査 ・研究,日

光山輪王寺伝来の胴着三領の調査 ・研究を昭和59年 度に引続 き行った。(田 賓)

ウ アイヌ染織品の調査 ・研究

室町時代以降のわが国染織品に関連が多 く,また,原始的要素が濃厚に残 って

いるアイヌ染織品について,昭和59年 度に引続き調査 ・研究を続行 した。(田箕)

2.科 学的方法による材質と技法の研究

X線 透過法,赤 外線写真,紫 外線螢光法,双 眼実体顕微鏡,赤 外線テレビ等を用い

た科学的方法により,わ が国美術工芸品の材質 ・技法 ・構造などを明らかにする。

一14一
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美 術 部

(1)古 代中世絵画の材質技法に関する研究

ア 真言八祖行状図の調査研究

汚損や補修の著しい行状図8幅 について,前 年度に引続き科学的方法を援用

して調査を実施し,一一部の考察を発表した。(柳澤)

イ 鶴林寺太子堂壁画と四天柱絵の調査研究

太子堂は仏後壁表裏並びに四天柱絵が著しく黒化し,図 様が判別し難い。そ

れに対し赤外線テレビカメラによる大掛 りな共同調査を実施 し,成 果 を収め

た。(柳澤)

② 仏像彫刻の材質技法に関する研究

東京国立博物館が実施している法峰寺献納宝物特別総合調査のうち,γ 線透視撮影

等の方法を用いた四十八体仏の材質 ・鋳造技法などの調査研究に参加した。木彫像で

は和歌山遍照光院,大 阪北十萬,大 心寺,長 泉寺の各阿弥陀如来像,長 崎宝円寺旧蔵

降三世明王像などのX線 透視撮影及び ファイバースコープによる調査を行った。(三

宅)

(3)伝 統的染織技術の調査 ・研究

日本工芸会で昭和53年 度から続行 してい る東京国立博物館蔵「白地風景模様茶屋染

帷子」の復元は,昨 年度下絵が完成 し,8年 目の今年度は糸目糊置の試みに入ったが,

ス タッフー同,充 分な成果があがるまでは本番の糊麗は出来ないので,糊 の試作,糊

置と藍の浸染に検討を重ねている。(田實)

3.美 術様式とその伝播の研究

わが国美術工芸に見 られる様式の展開と系統を,イ ン ド・中国 ・朝鮮や西洋諸地域

など諸外国にその源流を探 り,そ の影響と受容の様相を明らかに位置づけると共に,

国内における史的展開を体系化する。一方,日 本以外の外国各地の美術に関してもそ

れぞれ様式的検討を行 う。

(1)現 存する中国絵画の包括的再検討と国内国外における補足的調査

東京大学東洋文化研究所戸田禎佑教授を代表 とする共同研究に参加 し,写 真資料に

よる検討を加えた。(柳澤 ・関口)

② パー ミヤーン壁画の研究

先年に引継ぎ,成 城大学調査隊によるバー ミヤーン壁画の共同研究に参加 し,報 告
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調 査 研 究

書作成のための作業を続行した。(柳澤)

4.作 家 ・流派及び美術団体の研究

著名な作家の伝記と作品,作 家の属す る流派や美術団体の活動などを網羅的に調査

して,実 体を明らかにす る。

(1)日 本近代美術基礎資料の研究

近代美術に関する未発表の宛書簡研究を継続して行い,林 忠正宛書簡の解読及び内

容の検詞(三 輪,情 報資料部米倉 ・鈴木),黒 田清輝宛書簡の解読 と関連資料の研究を

進めた。(三輪 ・山梨)ま た,明 治期に刊行された雑誌資料の調査研究を行った。(佐

膿 ・山梨)

〔2)日 本近代作家研究

ア 近代洋画家研究

黒田清輝,久 米桂一郎r原 田直次郎,鹿 子木孟郎ほか白馬会,太 平洋画会系

の作家の画歴及び作品の調査研究を行った。(三輪 ・山梨)

イ 近代 日本画家研究

橋本雅邦,柴 田是真,狩 野芳崖の作品の調査研究を行った。(佐藤)

(3}昭 和初期美術団体に関する研究

昭和初年か ら戦前に至る美術団体の資料を調査し,そ の動向,特 性を研究した。(佐

藤)

B.特 別 研 究

「壁回 ・障壁画の実証的研究」(4か 年計画の第2年 度)

本研究はわが国古代 ・中世 ・近世にわたる社寺建造物等の内部を飾る壁画 ・障壁画

を研究対象とする。これ らの中には画面の剥落や槌色等の劣化著しいものが少なくな

く,よ って科学的な鑑識法による詳細な調査を実施し,そ れぞれの材質や技法及び様

式的特色を明らかにすると共に,文 献的考察をも加}x,そ れ らの美術史的位置づけを

行おうとするものである。本年度は先年来実施 してきた赤外線テ レビカメラによる鶴

林寺太子堂四天柱絵の調査を完了 し,顕 著な成果を収めた。

■

D

C.科 学 研究費

1.「 明治前半期の博覧会,美 術展覧会に関する基礎資料の収集と研究」(一般研究(B)
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美 術 部

研究代表者 三輪英夫,研 究分担者 佐藤道信,山 梨絵美子)

本研究は転換期美術 としての特性をもつと考えられる明治前半期美術の動向を体系

的かつ正確に把握す るために,こ の時期の内外博覧会,美 術展覧会の基礎資料を収集

し研究することを目的に,2年 度にわたる研究の総括として下記のことを行った。

(1)第3-5回 内国勧業博覧会に関して,前 年度作成 した全授賞者 リストの内絵画

部門(第3回249名,4回220名,51i11232名)の 授賞作で 図様の確かめられるものにつ

いて,主 題,モ チーフ,作 風の推移について検討 した。その結果とくに洋画の場合,

① 明治初年における西洋画の直接受容の段階から同10年 代後半における日本の伝統的

図像との融合への関心の段階を経て,② 岡20年 代初頭からのこの時期においては近代

日本の自覚に基づく新 しい図像の模索と突験とい う新たな展開を示したところに顕著

な特色が認め られた。また,日 本画,彫 刻,i二 芸 においてもほぼ洋画に準じる運動が

認められる。

② 前年度に継統 し基礎資料の収集を行い,内 国勧業博覧会の他,昌 平坂博物館聖

堂書画大展観(明 治7)京 都 博覧会(同9)奈 良博覧会(同8)等 の出品目録を整え内容に

関する検討を行い,明 治美術会展初期出品作家については,現 存す る当該作品の調査

を行い原田直次郎他新出の資料を発見す ることができ,そ の成果の一端を発表した。

また,共 同研究者佐藤道信は米国での鑑画会資料の調査を行った。 これ らの資料収集

にあたっては極力写真撮影を行 った。

〔3》日本参加の万国博箆会については,文 献調査の段階に止めた。

これらの調査研究により,明 治前半期美術の動向を具体的に明 らかにする基礎資料

を整x得 たとともに,こ の時期に顕著な美術上の特性を,と くに明治20年 前後の作例

を比較検討することにより明らかにすることができた。

2.「 日本美術における中世より近世への様式展開につ いての実証的研究」(一般研

究(A)研 究代表者 関口正之,研 究分担者 宮 次男,米 倉辿夫,鈴 木廣之,島

尼 新,三 宅久雄,田 實榮子,鶴 田武良)

本研究では研究組織を1絵 画班,2彫 刻班,3工 芸班,4中 国 美術班に分けた。本

研究課題における第2年 度である本年度は,中 世近世美術の基準作例に関する調査,

研究資料収集を前年度に続いて実施 した。四班の うち絵画班と彫刻班とが作品の現地

調査を行 うことができた。1絵 画班は(1)重要作品調査と(2)画中画資料の収集の二面か
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調 査 研 究

ら研究を進め,〈1}では高僧伝絵 と社寺縁起絵の分野について大分 ・永福寺蔵遊行上人

縁起絵,大 分 ・柞原八幡宮蔵由原八幡宮縁起,大 阪 ・逸翁美術館蔵八幡大菩薩御縁起

を調査し,同 一主題の表現の比較研究資料を集め,障 屏画について神奈川 ・三渓園所

蔵襖絵を調査 し,近 世における室内装飾の趣向を検討する資料を得ることができた。

②においては絵巻物に描かれた画中画資料を絵画班全員で検討 し様々な角度からの検

索に応 じられ るようにパーソナル ・コンピュータを用いた整理分類を行 うための作業

を前年度に引続き実施した。2彫 刻班は在銘像を中心とした基準作品を検討するため

大阪 ・藤旧美術館蔵地蔵菩薩像,同 大心寺蔵阿弥陀如来像他を調査 した。また,古 様

を見せ る長崎 ・宝円寺旧蔵降三世明王像をファイバー ・スコープにより調査 し延宝8

(1680)年 の造像であることをつきとめ,中 世か ら近世への様式展開を考察する上での

資料を得た。3工 芸班は前年度に調査 した片倉家伝来染織品その他について近世染織

品との比較研究と資料整理を行い,4中 国美術班も前年度に調査 した大阪 ・個人蔵,

長崎地方所在の舶載中国絵画関係資料を整理 し日本の絵画 ・書蹟に与xた 影響を検討

した。各研究班 とも本研究によって得られた研究資料に基づき「美術研究」誌上にその

研究成果の一部を発表 した。

3.「 日本工芸基礎 ・資料集成とその技術に関する研究」(総合研究(A)研 究代表者

東京芸術大学 中野政樹)の 研究分担者として参加

昭和59年 度に引継き染色品の基礎資料調査を行い,そ のまとめにかかった。(田

實)

3.芸 能 部

(1)慨 要

芸能部は,日本の伝統芸能に資するために必要な基礎的研究を行 うことを目的とし,

演劇研究室 ・音楽舞踊研究室 ・民俗芸能研究室の三室 より構成されている。芸能部の

研究目標としては,諸 芸能の理念 ・構造 ・技法及びその継承保存に関する研究などが

あり,そ の研究に必要な資料の収集 ・整備及び記録の作成のための撮影 ・録音 ・録画

などの作業を行 う。また,研 究の結果は刊行 ・夏期学術講座 ・公開学術講座などによ

って公表する。
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芸 能 部

特別研究「伝統芸能の保存組織のあ り方の研究」では2年 次を迎x.,昨 年Y'続 いて民

俗芸能に関する研究を進めた。 また,科 学研究費補助金による「東アジア文化圏から

見た沖縄舞踊技法の特質とその舞踊譜化の研究」については,イ ンドネシア・マレーシ

アの舞踊をビデオに撮 り,沖 縄舞踊との比較分析を行った。

演劇研究室

演劇研究室は,日 本古典演劇について芸能学的に調査 ・研究を行い,ま た,こ れ ら

諸芸能の周辺にあって,伝 統芸能の成立に深い関係をもつ諸分野についても調査研究

を進めている。

本年度は個人研究 ・共同研究ともに「寺院行事の研究」に重点を置き,権 亀套の調査
りゆらがろベロが え

研究及び竪義論義会の構成に関する分析作業を行った。

音楽 舞踊研究室

日本の音楽と舞踊について,芸 能学的,音 楽学的な調査研究を行い,こ れ ら伝統芸

能の成立に深い関係を持つ周辺分野について'も,調 査研究を進めている。

本年度は,個 人研究 として「邦楽用語の研究」「三味線の音楽図像学的研究」「音楽取

調掛における俗曲改良の研究」「義太夫節の音楽的研究」を行った。

民俗芸能研究室

全国各地に分布伝承される民俗芸能を対象とし,それらの芸能保存 ・活用に資する

ために必要な研究を行っている。本年度は個人研究として「民俗芸能における採 り物

の研究」を行い,共 同研究として「民俗芸能の民俗的基盤の研究∫民謡の研究」「能の難

子事の研究」を行った。

(2)各 論

A.一 般 研 究

1.寺 院行事の研究

寺院行事が内包する多種多様な要素の中から芸能的要素を抽出し,各 宗派にわたる

総合的比較研究を行い,そ の変遷 ・分化をあとづけることを一貫した目的とする。本
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調 査研 究
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年度はこれまでに収集 した録音資料をもとに,各 宗派における論義会の構成分析に手

を染め,法 隆寺の「昭和大修理完成記念法会」の諸行事については実地調査を行った。

また,長 期的に継続 している悔過会の研究に関 しては,醍 醐寺所蔵文書の調査 ・撮

影と慈恩寺 ・若松寺 ・滝山寺の法会の実地調査を行った。(佐藤 ・廣瀬)

2.邦 楽用語の研究

邦楽の用語は,分 野ごとにまちまちな使われ方を している。本研究は,そ れらを総

合的に把握 ・整理して,同 語異義,異 語同義などの様相を明らかにし,新 しい用語体

系の確立に資することを目的とする。本年度においても,そ の一部を達成した。(蒲生)

3.三 味線の音楽図像学的研究

日本の美術作品には,多 くの音楽場面が描かれてお り,そ れらは,音 楽史研究上,

重 要な史料となり得 るものである。本年度は,近 世初期風俗画に描かれている三味線

を取 り上げて,詳 細な研究を行った。(蒲生)

4.音 楽取調掛における俗曲改良の研究

明治12年 に文部省に設置された音楽取調掛の事業の一つである「俗曲改良」のなかで

も,従 来ほとんど知 られていなかった長唄の改良の経過や成果を,実 証的に明らかに

した。(蒲生)

5.義 太 夫節の音楽的研究

義太夫節における「風(ふ う)」の実体を音楽学的に分析,研 究 した。(山田)

6.民 俗芸能における採り物の研究

ささら(鰐 ・編木)を 用いている芸能を調査し,そ の呪術的性格を明らかに し,楽 器

であるか採 り物であるかなどについて分析,研 究した。(中村)

7.能 の嘱子事の研究

能の技法の中でも,人 物の登退場や舞踊的演技 として奏演される各種の1子 事は,

そ の重要性にもかかわらず,従 来の能楽研究では正当な扱いを受けていなかった。本

研究は,各 種の譜本及び奏演の実際か ら得 られたデータをもとに,難 子事の内容や形

態を客観的 ・体系的に記録 し,能 の技法の解明に資することを 目的とす る。(蒲生 ・羽

田)

8.民 俗芸能の民俗的基盤の研究

芸能を,そ の行われる季節 ・場所 ・参加者(演 者 ・観客を含む)な どの面か ら取 りあ
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芸 能 部

げる連続 した研究の一環として,「道中の芸能」に関する調査研究を行った。(三隅 ・仲

井)

9.民 俗芸能伝承方法の研究

各種民俗芸能の伝承方法について資料の収集 ・分析を行った。(三隅 ・中村)

10.民 揺の研究

日本の民謡の研究において,民 謡の芸謡的要素を無視してはその全き姿をとらえる

ことができないとい う観点より,上 代から近世に至る日本の民謡伝承の上に占める芸

謡の位置を究明す る目的をもって,前 年度に引続き近世歌謡の分析を行い,あ わせて

童歌の,特 に遊戯歌の芸謡的要素についての調査研究を行 った。(三隅 ・仲井 ・中村)

B.特 別 研 究

「伝統芸能の保存組織のあ リ方の研究」(4か 年計画の第2年 次)

人から人への技芸の伝達によって保存が可能になる伝統芸能にあっては,そ の伝達

を正確,か つ強固に行わしめる保存伝承組織の確立が望まれる。そのため,過 去の伝

承組織の諸相を考察し,ま た,現 に各地にある保存会・養成会 ・愛好会等の実態を精査

し,そ れ らの分析を通 して,伝 統芸能の,文 化財としてのより完壁な保存組織のあ り

方を研究する。昨年に続き,民 俗芸能を対象として各地の組織の現状調査を行 った。

ひ

C.科 学 研究費

1.「 東アジア文化圏からみた沖縄舞踊技法の特質とその舞踊譜化の研究」

(一般研究⑧ 研究代表者 三隅治雄 研究分担者 宜保栄治郎)

わが国の伝統芸能の一翼を占める沖縄の舞踊は,そ の歴史的,地 理的状況か ら,周

辺の中国大陸 ・東南アジア ・太平洋諸島群 との交流を深めて,独 特の様式 ・技法を確

立するに至った。本研究ではそうした沖縄舞踊の技法を,周 辺諸国の舞踊と比較 しな

がら分析を行い,そ の汎アジア的特質を解明す るとともに,そ の技法の舞踊譜化を実

現させようとするものであるが,本 年度においては,沖 縄の古典舞踊の技法を,沖 縄

在住の多数の伝承者を流派別に選んで ビデオ撮影した。また,イ ンドネシア ・マレー

シアの各民族舞踊のビデオ撮影 も行い,沖 縄のそれ との比較分析を行った。

2.「 義太夫節における様式展開の研究」(総合研究㈹ 研究代表者 大阪音楽大学
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調 査 研 究

教授 井野辺潔)

前年度に引続き研究分担者 として参加,豊 竹筑前少橡,豊 竹比太夫,竹 本住太夫,

竹本組太夫,豊 竹鐘太夫の「風」の実体の考察を担当し,ま た,多 数の五線譜採譜を行

った。(蒲生 ・山田)

5.保 存 科学 部

(1)概 要

文化財の材質 ・構造に関す る科学的研究,並 びに文化財のおかれている保存環境の

自然科学的研究を行い,こ れ らを基礎 として文化財の保存に関す る技術的研究を行っ

ている。研究成果は文化財の指定 ・保存対策 ・修復処置の基礎資料として役立てられ

ている。また,文 化財の産地推定の研究も手掛けている。

研究組織は,化 学研究室,物 理研究室,生 物研究室の3室 から成っている。調査研

究の結果は,修 復技術部と共同の機関誌「保存科学」により公表される。

受託研究は修復技術部と共同の「国宝,重 文,日 光社寺建造物に関する研究」を行 っ

た。

科学研究費「彩色文化財の劣化と保存に関する実証的研究」(試験研究(1))は,修 復技

術部 と共同で各担当者が分担課題について調査研究を行った。

化学研究室

文化財及びその保存に関す る化学的調査研究(分 析化学的調査研究を含む),並 びに

その結果の公表を職務 としている。

内容としては,微 量分析,非 破壊分析,同 位体分析によって,主 として無機物質の

材質とその劣化に関する研究,原 料産地に関する研究を行 っている。

物理研 究室

文化財及びその保存に関する物理的調査研究並びにその公表を職務 としている。具

体的には,文 化財の材質 ・構造を知るため,γ 線 ・X線 ・紫外線 ・赤外線などを用い

た非接触的な手法を開発 し応用する研究を行っている。
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また,展 示 ・収蔵 ・梱包輸送などの保存環境に関 し,温 湿度 ・照ゆ1・アルカリ汚染

因子などが文化財Y'及 ぼす劣化現象を把擦 し,劣 化防止並びにその応用に関する研究

を行っている。

生物研究室

文化財及びその保存に関する生物学的調査研究 とその公表を職務 としている。文化

財の生物(微 生物,昆 虫等)に よる被害の実態調査,生 物劣化要因並びに劣化機構の調

査研究,加 害生物防除法の研究並びに開発を行い,こ れを実施 している。

'

(2)各 論

A.一 般 研 究

1.文 化財の材質,構 造に関する研究

(1》X線 分析

ア 螢光X線 分析

1量f銅器,建 築彩色,腐 食生成物等について,試 料を採取できないものに対 し

ては非破壊的方法により,X線 回折分析を併用 し材質を分析 して,技 法との関

連を調査した。

重文 ・荒神谷遺跡出土銅剣の本体,錆 を非破壊的に分析 し,素 地の成分,錆

の鉱物組成を調査 した。(江本)

イ 可搬式X線 回折装置による非破壊的材質調査法の検討

a.試 料を採取,粉 末化せずに直接試料面の測定を行 う場合,標 準カー ドから

データを検索することが難 しい場合がある。そのため顔料の標準X線 回折チ

ャー トを作成 している。本年度は20種 の国産顔料を測定した。

b.顔 料,錆 の基礎的データの集積及び絵画,彫 刻等の非破壊的検査法につい

て検討した。本年度は古海遺跡(群 馬県),樋 渡遺跡(福 岡県),シ リヤ遺跡(現

東博蔵),草 戸千軒遺跡(岡 山県)な どから出土した鉄釘,銅 剣,飾 り金具等

の腐食生成物について調査した。

c,そ の他絵画炎面の結晶性生成物について非破壊的方法により同定を行っ

た。(門倉)
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② 鉛同位体分析

昨年度に引続き,350点 の資料を測定 した。 この中には九州地方出土の弥生時代か

ら平安時代に至るまでの青銅器200点 が含まれている。 これによって従来から明らか

になりつつあった青銅原料,産 地の時代による変遷の状態が一層明らかになった。(馬

淵)

(3)X線 ・ガンマ線撮影

ア 法隆寺献納宝物特別調査 一東京国立博物館一

四十八体仏のガンマ線透視撮影による構造調査を行った。今年度で撮影は完

了 し,撮 影 のデータを含めた調査結果が〔法隆寺献納宝物特別調査報告書VI〕

(昭60.3)と して発行された。(三浦 ・石川)

イ 東京国立博物館所蔵品のX線 撮影

東京国立博物館の依頼により,所 蔵品のうち古墳出土遺物のX線 撮影を行っ

た。その調査結果は図版 目録〔古墳遺物篇(関 東皿)(昭61.3)〕 に収められた。(三

浦)

ウ ガンマ線撮影法の定量化

金銅仏などの青銅製品を透視撮影するときに,組 成 の分った青銅 クサピを一

緒に写 し込みエ ックス線吸収係数を求め組成分析の参考とする方法で,四 十八

体仏の内の観音菩薩立像(168号)に ついて調査した。(第4次 特別調査会で発表)

(三浦)

エ エ ミッショングラフィ

高エネルギーのエックス線によって発生する顔料か らの二次電子線を用いて

絵画の撮影をする方法を検討 した。用いるフィルムと金属フィルターについて

爽験 し片面乳剤のフィルムで,厚 さ3mmの 錫板フィルターを用いることが最適

であることを明らかにした。(三浦)

(4)電 子顕微鏡による古代漆工技法の研究

製作年代の明 らかな漆芸品の試片を用いて電子顕微鏡による下地漆の製作技法の解

明について検討した。(見城)

(5)膠 の同定

膠の主成分である蛋白質のア ミノ酸中のハイ ドロキシプロリンに注目し,ウ サギ,
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保存科学部

考古試料の材質,製 作技法等を解明する際,誤 った判定を行わないよう試料の埋蔵

絵中の膠の検出法を検討 した。(見城)

2.文 化財の保存及び環境等に関する研究

主として展示室,収 蔵庫内の温湿度,照 明等の測定,新 設施設の屋内汚染因子の除

去,シ ーズニソグの検討を行い,展 示,保 存環境としての適否に関しモニター等を用

いた調査を,本 年度は次のとお り実施 している。

(1}施 設 内の環境調査

石巻文化センター(宮城県)(見 城)

仙台市立博物館(宮城県)(見 城)

岩手県立博物館(岩 手県)(石 川)

栃木県立しもつけ風土記の丘資料館(栃 木県)(見 城)

群馬県立歴史博物館(群 馬県)(石 川)

東毛歴史資料館(群 馬県)(見 城)

練馬区立美術館(東 京都)(石 川)

世田谷美術館(東 京都)(見 城)

岐阜市立歴史博物館(岐 阜県)(江 本)

静 岡県立美術館(瀞 岡県)(門 倉)

和歌山県美術館(和 歌山県)(見 城)

金刀比羅宮博物館(香 川県)(見 城)

鹿児島県立美術館(鹿 児島県)(三 浦 ・江本 ・見城 ・石川)

(2)光 モ ニターによる日照調査

338～596nmの 波長域 で一様 に槌色するローダミンB光 モニターと284～441nmの

波長域のみ鋭敏に退色する密陀僧光モニターとを50時 間露光して,そ の前後の色差か

ら退色を判定する方法で二条城の二の丸御殿,根 津美術館,庭 園美術館において1年

間の日照の影響を調査 した。(見城)

(3)低 照度下における高演色性光源に関する研究

現在,全 国の展示,収 蔵施設で用いられている螢光灯は,4500Kの 槌 色防止用のも

のであるが,200ル ックス以下の雰囲気の演色性は良好とはいえない。 低照度下で演

色性の優れた機種として開発された,3000Kで 暖かみのあるFLR40L-EDL-NUに つ
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いて検討を完成した。(石川)

(4)屋 内汚染の除去

新しく建造された博物館,美 術館の室内汚染因子を除去し正常な環境において開館

できるように協力した。(見城)

(5)凍 結融解による石の劣化の研究 一北大低温研 福田正巳と共同研究一

昨年度に引続きアメダスのデータを元に全国の気象を調ぺた。-4～+4度 以上の気

温変動のあった冬期中の日数に加えて,最 低気温の月平均値が0度 以下になる月の総

雨量まで考慮し,凍 結破壊の起きる危険度を示す全国地図を作成した。(修復技術部の

項を参照)(三浦)

3.文 化財の生物劣化とその防除に関する研究

(1)実 態調査と防除対策

文化財に被害を及ぼす生物(微生物,昆 虫等)の実態調査を行い,被 害の状況に応じ

た防除対策を検討して助言 ・指導を行っている。本年度は,下 記の調査と防除対策を

実施した。(新井 ・森)

ア 東京都日野市教育委員会の依頼により,同市所在の木造歓喜天の被害調査及

び防除対策を実施した。

イ 民俗文化財の生物劣化の実態調査を,埼 玉県本庄市,上 里町等において実施

した。

ウ 岡山県立美術館の依頼により,同 館が計画中の爆蒸施設の設計図に検討を加

え,問 題点を指摘した。

エ 千葉県文化財審議会が実施している文化財取扱上の留意事項作成に参加し,

下記の県内所在の文化財を調査した。

庚申塔(宝城院),絹 本着色十六羅漢像図(蔵福寺),紙 本着色隠元和尚像等3

幅及び隠元 ・木庵 ・即非墨蹟(福聚寺),龍 正院本堂及び厨子,木 造十一面観

音立像(清水寺),木 造薬師如来坐像(長副寺)

② 生物劣化と防除法の研究

文化財に発生する生物起因の劣化要因と劣化機構についての研究ならびに文化財の

生物劣化防除方法の研究開発を行っている。本年度は,下記の事項について実施した。

(新井 ・森)
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ア 紙の褐色斑(foxing)要 因糸状菌の分類学的研究を行い,そ の結果を 日本菌学

会第29回 大会で発表 した。

イfoxingの 形成にもっとも大きな影響のあ る各種水分環境 と紙 の含水量,

foxing要 因糸状菌の繁殖 との関係を検討 した。

ウ 酸性紙を中和する方法として,新 聞用紙を供試 しジエチル亜鉛法の追試を行

った。(新井 ・森)

工 絶対好稠1生糸状菌研究の一環として,レ ンズの劣化要因となる糸状菌を分

離 ・同定 し,生 理的性質を検討した。(新井)

オ 低毒性防虫剤研究の一環 として,醐 素化合物のゴキブリに対する効力試験を

実施 した。(森)

力 棚素化合物は,さ らにシロアリのコロニーを'「年で不活性化 し,1年 以内に

殺滅することを実験的に証明し,米 国昆虫学会太平洋支部国際シンポジウムで

発表 した。(森)

4.考 古 遺物遺跡等に関する考古化学及び保存に関する研究

(1》 考古遺物遺跡等の保存

特別史跡大塚古墳(福 岡県),史 跡 谷口古墳(佐 賀県)の保存整備委員会の委員として

参加した。(江本)

② 水中遺物の保存に関する研究

開陽丸(北 海道,江 差町)船 体の一部保存に関し,海 底に横たわる船体の海虫による

被害の防除対策の一つとしてビニールシー トで覆ったが,そ の内部の溶存酸素量等の

測定を行い雰囲気の調査を行った。テストピースによる実験を継続中。(江本)

B.特 別 研 究

金属文化財の材質 ・技法及び保存に関する科学的研究(4か 年計画の第1年 次)

金属文化財について,保 存 ・修復技術の向上に資するため最新の自然科学的方法に

より,時 代による材質の変遷や環境の変化,製 作技法及び耐食性等について,調 査研

究を行った。

1.プ ラズマ発光分光分析

本年度機器整備により購入設置された プラズマ発光分光分析装置(1.C,P)の 試験的
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測定を多種類の金属元素について行い,良 好 な結果 を得た。実際のサンプルについ

て,10種 類程度の微量金属元素を同時に定量することを始めている。

2.鉛 同位体比測定

主として九州地方から出土した銅剣,銅 矛,銅 才,銅 鎌などを測定した。 これ らは

荒神谷遺跡(別 項参照)出土遺物 との比較のために重要なデータになると思われる。

3.ガ ンマー線透視撮影

法隆寺48体 仏のγ線による構造 ・技法に関する調査,Soか らCsに 変x,透 視 した

結果は巣の状態,嵌 め金等が新たに発見されている。12月 に金銅仏の撮影を終了し

た。現在は結果の整理中である。

C.受 託 研 究

国宝,重 文 ・日光社寺建造物の保存に関する研究

大猷院二天 門の黒化現象を究明するために,光 学顕微鏡と走査電子顕微鏡を用い

て,黒 変部分の表面,断 層面を観察 した。また,黒 変部位は溶剤で抽出した成分の赤

外吸収スペクトルか ら,こ れを木材の樹脂成分と判定した。

昭和60年 度で修理工事の完成した東照宮御仮殿において,修 理工事中ならびに工事

終了後に認められた現象について検討 した。

(1)透 塀 を塗装 した緑青が,工 事中に剥落する現象が認められた。

(2)透 塀 の緑青塗装中に徽が発生 し,2種 の防徽剤について検討を加え,10%チ モ

ール液塗布を採用した。

(3)拝 殿 向拝の金箔の一部に,す でに剥れの現象が認められた。

D.科 学研究費

1.「 考古遺物の埋蔵環境における変質現象に関する研究」(総合研究㈹ 研究代表

者 江本義理,研 究協力者 一国雅巳,池 本 勲,竹 田満洲雄,藤 原棋多夫,門

倉武夫,町 田 章)

考古遺物は土中で変質を受けてお り,変 質生成物を含む試料又は変質物(例 えば錆)

そのものから遣物の材質を推定しなければならない場合がある。それらの試料は変質

過程で二次的な沈着物,付 着物を含んでいる。
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サメ,シ カ,三 千本などのハイ ドロキシプロリン含有量を測定 し唐油画,日 本画,油

環境における変質現象を地球化学的にとらえ変質生成物を構成する化学種のキャラク

タリゼーションを明らかにし,指 標となる元素,指 標に出来ない元素を選択す る。

北海道江弟町 開陽丸発掘現場,広 島県 草戸千 軒遺跡 を フィール ドとしてヘ ド

・,土 壌,海 水,地 下水を採取分析した。これらの遺跡のほか,原 前古墳(栃 木県),樋

渡古墳(福 岡県)の 金属遺物の腐食生成物と前記の埋蔵環境因子との関連を追及 した。

2.「 保存図書の酸性化対策に関する研究」(総合研究(A)研 究代表者 東京農工大学

大江礼三郎)の 研究分担者として参加 した。(修復技術部を参llの(三 浦)

E.そ の 他

1.高 松塚古墳壁画の保存(修 復技術部を参照)

2.重 文 ・荒神谷遺跡出土銅剣の調査

(1)鉛 同位体比

最初のシリーズの33本 について測定を終了し,1-1本 産の鉛を含む ものは一本 もない

ことを確認した。

② 本体(素地)及 びサビの組成

螢光X線 及びX線 回折分析により,非 破壊的に錆た面を主体 とす る測定を行い,素

地の成分組成,錆 の鉱物組成を調査している。(修復技術部 と共同)

5.修 復技 術部

`

(1)概 要

修俊技術部は,文 化財の修復に関する科学的 調査研究とその公表を主務とする部

で,保 存科学部が主に文化財の保存にかかわる科学的分析研究をつかさどる部である

のに対 し,修 復技術部は老化破損 した文化財を修理または復元する方法を科学的に調

査研究 している。

研究対象としては,絵 画,i跡,彫 刻,1芸 品,考 古資料,出 一ヒ遺構及び木造構造

物等の組織や細部に描かれた絵や彩色,石 造構築物などに及ぶ極めて広範囲の文化財

があげられる。
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研究組織としては,3研 究室,6研 究員,1専 門職員からなっている。

なお,科 学研究費として「彩色文化財の劣化と保存に関する実証的研究」を保存科学

部と共同で実施し,本 年度はその第2年 次に当る。

策・一修復技術研究室

木材及び漆を主材料とする文化財の修復に関する科学的,技 術的研究とその結果の

公表を主務とする。

第二修復技術研究室

紙,繊 維又は皮革を材料とする文化財の修復に関する科学的,技 術的研究とその結

果の公表を主務とする。

第三修復技術研究室

石,金 属,土 又はその他の無機材質の文化財の修復に関する科学的,技 術的研究と

その結果の公表を主務とする。

各研究室とも経常的な研究として,有 形文化財を構成している材料,構 造,製 作技

法についての研究や,そ れらを修復するための伝統技術の整理体系と科学的裏付けの

資料集積,そ して更に科学的な材料,技 法の修復への応用と開発のための実証的な研

究などを実施してお り,と くに材質強化,補 強,接 合,剥 落防止,朽 損部充填などに

ついて各種合成樹脂の応用と技法の開発に努めている。

これらの研究過程においては,保 存科学部 との共同研究が必要な部分もあり,ま た

部内においても,一 つの文化財が二つ以上の研究室にまたがる複合的な材質か らなる

場合も多 く,そ れらについては各研究室員による共同作業によって研究が進め られて

いる。

(2)各 論

A.一 般 研 究

1.伝 統的製作技法及び修復技術の研究
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修復技術部

(1)漆 芸品の研究

今 日まで出版された漆芸に関す る文献を蒐集 し,ア ルファベット順に分類 して整理

を始めた。また,約 千項ほどの専門用語に短い解説を加えて英訳した。(中里)

② 装横技法 ・和紙製造技術の研究

正倉院蔵屏風は前年度までの調査を基に修復作業に入った。あわせて装横技法に関

する調査も行っている。

和紙の繊維を同定するための基礎調査は,JISに よる方法に加Yxて,繊 維側面,断

面のSEMな どが加えられるようになり,ま た,和 紙の性格を記述するためのマ トリ

クス表示法について研究を開始した。(増田)

(3)金 工品の研究

日本の金工品史の中で中世の梵鐘は大形作例 として重要なものであり,鎌 倉時代に

は関東地域において最 も盛んに鋳造された。これ らの鋳物師の作風技法に関す る研究

を行い,あ わせて鎌倉時代金工の技術的特性を追ってみた。仙台瑞鳳殿の伊達政宗墓

出土遺品にある銅製煙管は,わ が国の初期煙管の明確な遺品として貴重なものでかつ

特異な形式である。この煙管の当初の技法再現について調査研究 した。(鈴木)

2.彩 色文化財の合成樹脂等による保存修復の研究

泥下地木彫彩色像の剥落どめ処置実験をエチレン酪酸 ビニール共重合体を用いて行

った。この樹脂の50%ト ルエ ン溶液は,初 期接着力に優れ,溶 液タイプとホットメル

トタイプの両性能を兼ね ることができるので,厚 手彩色層の剥離の再接着を能率的に

することができた。胡粉下地の欠落部分はアクリルエマルジョン系の市販品であるリ

キテ ヅクスで充填することを検討 した。(樋口)

重要文化財 ・妙義神社の修理に伴 う彩色保存処置について調査した。この剥落どめ

処置は技術的に容易でない。特に拝殿内部彫刻彩色は厚い顔料層が剥離している箇所

が多く,こ の間隙に樹脂を注入して接着しなければならない。これは未経験の問題で

あり今後の研究課題である。(樋口)

重要文化財 ・旧福岡県公会堂貴賓室の天井の中心飾りの部分に雲を主題とする油絵

が描れていたが,現 在は白色ペンキで塗 りつぶされている。今回の修理ではこのペン

キを除去して絵を再現す ることになり検討 した結果,メ チレンクロライ ド系剥離材が

有効であることが判った。(樋口)
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3.文 化財建造物の構造力学的研究

本研究は東京大学農学部木質材料研究室 と共同で行っているものである。本年度は

ぬき接合部の繰 り返 し変形に対する挙動について実験を行い,繰 り返 し変形Y'対 して

は通常短 型 クサ ビの方が長型 クサビよりも優れていること,そ してその理由は長型 ク

サビのスベ リ現象によるものであることが明らかとなった。また,柄 接合部の強度試

験も行い,こ れ らの結:果と実大軸組n体 の水平 耐力との関係について解析,考 察し

た。(西浦 ・伊藤)

4.石 造文化財の保存修復に関する研究

(1)r要 文化財 ・五輪堺(鎌 田家所有,奈 良県当麻)修 理に伴 う樹脂処置を指導 した。

これは凝灰岩製で風化が 　一しいが,シ ランオ リゴーr一溶液(商 品名SS101)を 含 浸する

と濡れ色で黒くなるためモノマー含浸による擁水処置を行 った。亀裂内部や積み 重

ね部分にはSS101の 含浸を行い,亀 裂部分や剥離部分の充fに はアクリルシリ.t

一ンオリゴマー(ゼ ムラック)と石粉の混合物を用いて補修 した。(樋口)

(2)電 要文化財 ・旧名古屋高等裁判所の修理に伴い,コ ンクリー ト及び煉瓦の補修,

補強,石 材のクリーニング,リ グノイ ド床などの調査を行った。特に4種 類の リグノ

イ ド床(マ グネシアセメンのについては,木 粉と砂の含有量を稀塩酸溶解法で定量し

た。(樋口)

{3)史 跡 ・薬師堂石仏(福 島県小高町)の 修理調査工事に伴い,過 去の樹脂処置のIfr

効 性 とその後の変化について調査した結果,ア クリルエ1ル ジョンの含浸は効果がな

かったが,エ ポキシ樹脂による剥離部の充填接着は充分効果のあることが判った。(樋

口)

(4)シ ラ ン含浸処1置に伴 う石材の暗色化Y'つ いて,カ ラーコンピューターを用いた

実験研究を行い,1)シ ラ ンの含浸量が多い程変色が大きいこと,2)変 色はほとんど明

度の低下(暗 色化)で あり,彩 度,色 相の変化は極めて小さいこと,3)暗 色は時間の経

過(屋 外条件)と 共に低下 し元の色に戻ること,4)色 が元に戻ってもシラン含浸処理効

果は依然として保持されていることが明らかとなった。(西浦)

㈲ 沖縄県那覇市,亜 文 ・園比屋武御嶽荊門の解体修理にかかわる棟石,懸 魚石,

鬼瓦石の保存修復処置について調査指導を行った。棟石については大割損部の接着を

ステンレス棒の柄を入れてエポキシ樹脂接着剤で行い,小 割損部は柄を入れずに接着
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した。剥離部はSS101に ア クリル樹脂(パ ラロイ ドB-72)を 溶解させたものを注入含浸

して固定 した。最後に全体にSS101を 塗付含浸 して表面強化,防 水をはかった。懸

魚石,鬼 瓦石については大亀裂の固定をエポキシ樹脂注入で行い,剥 離部はSS101と

パ ラロイ ドB72の 混合溶液を注入含浸 して固定 した,最 後にSS101を 全体に塗付含浸

した。(西浦)

(6)大 分県犬飼町,史 跡 ・犬飼石仏の保存調査工事にかかわる樹脂処置について調

査した。石仏は乾いた状態にあり特に含漫強化を行 う必要はないが,表 面層の剥れ上

がり部の接着固定が必要であり,こ の部分をまずSS101で 固めてからエポキシ樹脂で

接着固定する方法で良いと判断 した。(西浦)

(7)三 重県津市,重 文 ・専修 撤ll来堂の屋根替え工事にかかわる当初獅子口瓦の再

用の可否と必要な保存,修 復処置について調査,指 導を行った。劣化は割損,化 粧部

(菊紋部等)の 剥離脱落,ク ラック,凍 筈による`laJ離とそれに伴 う脆弱化で,中 でも割

損が重大であるが,そ の6～7割 は,保 存,修 復処li'i`.によ り再生,再 用が可能であり,

処置 としては,1)SS101の 含浸による強化,防 水,2)ク ラ ヅク部へのエポキシ樹脂の

注入と銅線縛 り補強,4)割 損部のエポキシ樹脂による接着と銅線縛 り補強,4)脱 落部

及び欠損部(新 瓦)の エポキシ槌1脂による接着 と銅線縛 り補強が必要であると判断し

た。(西浦)

5.遺 跡 ・遺構の保存処置の研究

茨城県勝田市,史 跡 ・十五郎穴横穴古墳保存のための実験を指定地外の横穴で行っ

た。保存の上からは埋め戻 しが最良だが,公 開を目的とし断熱材の発泡体で造った開

閉自在の閉塞石で横穴を蜜 ぐ方法を考えた。入口周辺の凝灰岩の山肌には発泡 ウレタ

ンを吹きつけて覆い,更 にその表面及び発泡体の閉塞石の表面を石粉とゼムラヅクに

よる擬石で仕上げた。今後定期的に観察,調 査する予定である。(樋口 ・青木)

s.出 土遺物保存処置の研究

金属製品保存処理の際に腐食の原因物質であ る塩化物 を取除 く処置を行っている

が,満 足な結果が得られていない。新 しい方法として窒素ガス雰囲気中に常に新鮮な

蒸留水を循環させる処理について実験を行い良好な結果を得た。

錆の安定化処理 として鉄製品については,ア ルカリン・サルファイ ト法を発掘直後

の群馬県大泉町,原 前古墳出土品に対 して,ま た,銅 製品についてはベンゾトリアゾ
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一ル法を東京国立博物館保管 ,重 要文化財・和泉黄金塚出土品一括に対 して実施 した。

出土木製品については,マ ニ トールを含浸させて凍結乾燥をする方法について基礎

実験を進めている。(青木)

7.虫 損文書の修理技術に関する研究

虫損文書を修理するための漉嵌機は,ソ ビエ ト型を既に試作 していたが所要水量,

時間,作 業性などに改良を加えるたあ,新 型機開発のための予備実験を行った ところ

好結果を得,来 年度以降推進す るために準備中である。(増田)

B.特 別 研 究

金属文化財の材質技法及び保存に関する科学的研究(4か 年計画の第1年 次,保 存

科学部と共同研究)

1.出 土鉄製品については,群 馬県大泉町,原 前古墳出土品の発掘直後の錆を調査

するとともにアルカリン・サルファイ ト法による錆の安定化処理を試み,ま た,そ の

他出土銅製品の塩化銅に対するベンゾ トリアゾール法による処理安定化技法の探究を

行った。

2.保 存科学部の分析調査Y'4対す る銅製品のクリーニング及び補修を共同で実施 し

た。

C.受 託 研 究

1.筑 波山古墳出土鉄製品の錆の安定化処理に関する研究

欽製品の錆の安定化処理の一方法であるアルカリン ・サルファイ ト法の実施研究を

行った。

まず,脱 塩を窒素ガス雰囲気中での抽出法で行った後,60°Cの0.5N水 酸化ナ トリ

ウム ・0.5N亜 硫酸ナ トリウム混合水溶液中で錆の安定化処理を行った。

X線 撮影の結果,柄 頭や鍔などの刀装具に銀象嵌が施されていることが判明し,こ

れ らの研ぎ出し処理を行った。また,銀 線の鉛同位体比を測定したところ,こ の銀が

中国産であることが判った。

2.芝 居絵絵馬の保存修復処置の研究

剥落止め処置をより完全なものとするために彩色剥離層再接着の前処理として,ク
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リーニング処置が有効であることが本研究により確認された。

麻布美術館所蔵の芝居絵は,全 面に金箔を押 しその上に彩色が施されているが,特

に胡粉層部分の剥離が甚しく立て掛けることも出来ない状態であった。 クリーニング

は,重 炭酸アンモソ5%水 溶液による湿布法で行い彩色層の再接着はパラロイ ドB72

の10%パ ラキシレン溶液で行った。彩色表面に残った樹脂はメチルエチルケ トンを適

量含ませた紙で除去した。

3.福 岡市,樋 渡遺跡出土銅製品の保存修復研究

遺物は,細 形銅剣,青 銅製把頭飾,銅 鏡各1点 であるが全体に錆による損傷が著 し

かった。

螢光X線 分析によりこれ らの材質は青銅であること,ま た,鉛 同位体分析によりこ

れ らはいずれも中国華北地方からの鉱石から作られたことが判った。更に塩化銅の有

無をX線 回折分析により確認 した。把頭飾に付着していた繊維紐は組織同定により大

麻であ り,ま た,こ の紐についていた赤色顔料はX線 回折分析により水銀朱であるこ

とが判った。

保存処理は,以 上の結果を踏まxて ベンゾ トリアゾール法による錆の安定化処理を

実施 し損傷した鏡については復原処理をした。

4.史 跡 ・薬師堂石仏の保存,修 復処置に関する研究(福島県小高町)

史跡 ・薬師堂石仏の保存修理調査工事にかかわる新 しい磨崖仏の保存処置方法の研

究を行った。これは崖に孔をあけ擾水性 シラン樹脂を注入 して崖内に擾水層を形成

し,磨 崖仏への地下水の浸入を防いで凍結劣化,塩 類風化,生 物劣化を防止すると共

に強化処置を容易にせんとするものである。

薬師堂石仏近 くの崖面を実験場所 として,縦 約2.5m,横 約1.5mの 範囲を設定 し赤

塗料で線を引いた。そして赤線にそって15～20㎝ 間隔で直径約2cm,長 さ約1mの 孔

を ドリルであけた。3週 間経過後,孔 に嬢水性シラン樹脂(SS101)を 注入した。都合

14回,合 計105kgの 樹脂を13週 に渡って含浸させた。

処理後の実験部位(孔 で囲まれた部分)を定期的に観察 しているが,昭 和61年3月 末

の時点では周囲の部分に比べて明らかに乾燥状態にある。

充分な観察を行ってか ら何本かのボーリングコアーを採取し,樹 脂浸透範囲,即 ち,

形 成された捜水層の広さ,深 さ及び搬水力の強さを調査する予定である。(西浦)
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なお,本 受託研究に関連して石仏の内部温度と周辺の外気温度との関係を調べた。

その結果,1月 下旬から2月 下旬にかけて外気温度は一3～4℃ に下が り,石 仏の内部

温度 も0℃以下となって水が凍結し凍結破壊が起きていることが確認された。(三浦)

D.科 学 研究費

1.「 彩色文化財の劣化と保存に関する実証的研究」(試験研究(1)研 究代表者 鈴

木友也,研 究分担者 江本義理,馬 淵久夫,見 城敏子,新 井英夫,石 川陸郎,門

倉武夫,三 浦定俊,樋 口清治,中 里寿克,茂 木 曙,増 田勝彦,青 木繁夫,柳 沢

孝,三 宅久雄)

文化財の中で彩色を施 しているものは建築部材,障 壁画,美 術工芸品など数多いが,

これら彩色は本質的に槌色や剥落など劣化損傷を うけ易いものである。本研究では彩

色の材質技法ならびに劣化状態を実物について調査 し,各 時代別の技法の特徴,劣 化

機構を解明し,そ れぞれの損傷状態に応 じた保存処置の確立をめざすもので,昭 和59

年度 より3か 年計画で調査研究を行っている。

(1}斜 光照明装置で江戸時代の芝居絵絵馬の修復前後を撮影 した結果,顔 料層の側

離だけでなく画面の歪みも記録され,同 照明装置の効果が確認された。画面の剥離の

甚しい部分とテカリのある部分の相互位置関係を考察出来,損 傷部分の客観的な記録

分布図の作成が可能になった。

② 厚 さの薄い胡粉及び黄土層を各種の薬剤で剥落どめ処置 し,そ の接着力,処 慨

前後の色差を測定した結果,ふ のり,PVA,エ マ ルジョンなど水性系のものが,溶 剤

溶液系のものよりも結果がよいことが確認された。

(3)丹 彩色の場合,膠 の濃度が丹に対 し2～3(重 量%)の とき最 も定着性がよいこ

とが ウエザーメーターによる劣化試験により確認された。

(4)青 色顔料の岩群青,新 岩群青,藍 についての耐候試験を行った結果,藍 がよい

ことが判明した。

(5)漆 塗装部の修理再生法として,摺 漆と合成樹脂塗付との比較をウエザーメータ

ーに よる劣化後の光沢度と耐久性で調べた結果
,フ ッ素樹脂クリヤラッカーが最 も優

れ,パ ラロイ ドB72,摺 漆の順とな り,シ ラン(SS101)や ゼ ムラックは漆面が白色化

することが判明した。
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「
修復技術部

㈲ 重文 ・妙義神社総門,同 浅間神社の建造物彩色に用いられている顔料の材質の

組成を螢光X線,X線 回折により明らかにした。 また,彩 色層のセクショソを顕微鏡

写真で撮影 しその下地技法を解明した。

(7)三 千本,鹿,兎 など各膠の中のハイ ドロキシプロリンに着 目し,ア ミノ酸分析

法によりその含有量か ら膠を同定できる可能性が判ってきた。

(8}高 尾山薬王院蔵,本 尊不動明王及び脇侍2躯 の泥地彩色の保存処置に関する実

験的研究を行った。これ らの彩色はいずれ も彩色法を若干異にし,ま た,数 回の塗直

しが行われている。

例えば,脇 侍は当初の漆塗の上に厚い泥地の彩色が塗重ね られているため,広 範囲

に泥地層が諭漆層から浮き上っている。 接着剤として「アクリラック」と「E40」(エル

パ ヅクス)を選び実験的に処置 した。

(9)昭 和17年,昭 和37年 に保存処置が行われた霊山寺三重塔,昭 和39年 にPVAに

ア クリル樹脂で処1u.̀された吉野水分神社本殿,昭 和53年 に実施した興福寺三重塔の彩

色について調査 した。

霊山寺三重塔はほぼ異状なく,吉 野水分神社 もかな り安定していた。興福寺三重塔

は接着剤の板への吸込みが良すぎた部分で一部浮き上 りが生じていた。

110)5年 前合成樹脂による彩色の保存処置を行 った岡山県立博物館蔵彩色華蟹のそ

の後の状態を調査 し,そ の処醗が有効なことを確認した。

2.「 保存図書の酸性化対象に関する研究」(総合研究(A)研 究代表者 東京農工大

学 大江礼三郎)の 研究分担者として参加

和紙の懸水による劣化を測定 した。日本画家が通常使用している明馨 ・膠 ・水の比

率で調製 した暮水と,そ の十倍量の明禁で調製した馨水,明 馨を硫酸パン ドで代用し

たものを準備し和紙に塗布 した。80°C,80%RHの 環境で2週 間,4週 間劣化させ耐

折強度の低下速度を比較した。

日本画家が通常用いている明馨濃度の馨水を塗布した和紙の耐折強度低下は,無 処

理の和紙とあまり差が見られず,一 方,通 常の十倍量の明馨や硫酸バソドを加xた 和

紙の劣化は著しく耐折強度が測定不能のものもあった。(増田)

一3?一



コ
調 査 研 究

E.そ の 他

1.高 松 塚古墳壁画の保存

国宝 ・高松塚古墳壁画の彩色剥落止について,本 年度は特に北面の漆喰部と天井の

浮上部の合成樹脂による処置を行った。また,修 復処置前に微生物学的調査と爆蒸処

置を実施 した。(保存科学部と共同)

2.重 文 ・荒神谷遺跡出土銅剣の調査

銅剣調査分析に伴 うクリーニング他。(保存科学部を参照)

3.旧 赤坂離宮迎賓館内装飾保存修復に関する調査

旧赤坂離宮迎賓館の保全のための,迎 賓館保全調査委員会に伊藤が委員として,

又,専 門部会建築Hに 鈴木が専門委員として協力している。増田が迎賓館内装飾の保

守,保 存,修 復に関する調査を行い,主Y'天 井絵の汚損のクリーニング方法について

調査するためテス ト区画を設けて クリーニングと補彩を実施 した。今後数年間の変化

を観察し本格的作業の資料とする。壁張布の保守については今後の検討課題である。

(伊藤 ・鈴木 ・増田)

6.情 報資料部

(1)概 要

情報資料部は,従 来美術部資料室の行ってきた美術に関する研究資料の作製,収 桑,

整理,保 管,閲 覧等の業務を充実発展させ,さ らに当研究所各部所掌の研究資料に関

する情報の統合化をはかることを目的とする。

当部所管の諸資料は美術研究所創設以来内外の研究者の利用に供され,文 化財に関

する研究資料センターの役割を果 している。この機能をより充実させ学術情報の増加

と多様化に対応 した所蔵研究資料の効果的利用を計るため,昭 和60年 度 より「美術史

学における多角的情報処理システムの開発」(試験研究②)を 中心 に電算機を利用した

情報処理システムの基礎的研究に着手 した。

当部研究員は,上 記業務を行 うと共に日本 ・東洋美術史各分野で研究活動を行って

いるが,今 年度は美術部と共同 して特別研究「壁画 ・障壁画の実証的研究」及び科学

研究費補助金による一般研究(A)「日本美術における中世 より近世への様式展開 につい
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情報資料部

ての実証的研究」(代表者 関口正之)に参加した。調査研究活動の成果は「美術研究」

ほか学会誌,美 術部と共催の公開学術講座,夏 期学術講座などで発表されている。

当部は,文 献資料研究室と写真資料研究室の二室をもって構成される。

文献資料研究室

美術史関係を中心とした図書 ・雑誌,調 査研究活動によって収集された各種研究資

料の整理 ・保管 ・閲覧を行っている。また,日 本 ・東洋古美術関係の文献目録を作成

してお り,各 年分は日本美術年鑑に掲載し一定期間毎に総合 ・増補し「日本 ・東洋古

美術文献目録」として刊行している。 現在,昭 和41年^-55年 分について編纂作業をす

すめている。

写真資料研究室

研究用写真資料の作製,収 集,整 理,保 管,閲 覧を行うとともに,各 研究者の調査

研究活動に協力して研究資料を撮影し資料の充実につとめた。また,こ れに平行して

美術研究所当時に撮影したガラス製写真原板の転写を昨年度に引続き実施した。

(2)各 論

◎

A.一 般 研 究

1.襲 術史関係学術情報処理に関する研究

学術情報の著 しい増加と需要の多様化傾向に対応すぺ く美術史研究資料を中心とし

た情報処理システムの研究を美術部と協同で行った。

2.日 本古代中世美術の研究

(1)絵 巻物の研究

科学研究費(一 般研究㈹)に 関連 して絵巻に見る画中画を調査し,そ のデータシー ト

の作製を行った。(全員)作 品研究では昨年にひきつづき八幡縁起の調査を行い,そ の

成果を「美術研究」に発表 した。(宮)高 僧伝絵研究の一環として別府永福寺蔵の遊行上

人縁起絵一巻を調査の結果,鎌 倉時代末期の制作と判定 した。(宮)ま た,拾 遺古徳伝

絵を中心として法然上人伝絵の研究を進めた。(米倉)
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調 査 研 究

(2)s壁 画 の研究

滋賀県西明寺三重塔壁画の調査を美術部と共同で行った。(宮・島尾)

(3)中 世水墨画の研究

渡宋天神像関係資料の調査研究を継続するとともに,南 北朝 ・室町絵画の画讃資料

の整理 ・研究をすすめた。(島尾)

3.近 世 絵画史の研究

横浜三渓園内の臨春閣 ・月華殿障壁画の調査を行い,制 作時期及び制作事情に関し

て従来説を覆す新知見を得た。(鈴木)

4.中 国画研究

来舶画人の作品並びに資料の収集と研究を継続するとともに,現 代中国絵画の動向

に関する調査研究を行った。(鶴田)

B.科 学 研究費

「美術史学における多角的情報処理システムの開発」(試験研究② 研究代表者 宮

次男 研究分担者 柳澤 孝,田 実栄子,三 宅久雄,関 口正之,三 輪英夫,佐 藤

道信,山 梨絵美子,米 倉辿夫,島 尾 新,鶴 田武良,鈴 木廣之)

日本東洋美術史に関する学術情報は,量 的にも質的に も多様で高度な内容を持窄,,

これに対す る需要も増加 ・多様化しつつある。然るに当該分野における情報処理は ,

かかる状況に対応 しているといいがたい。美術史の分野では従来行われている単一の

情報のみを扱 うデータベースでは充分な対応は望めず,文 字情報 ・画像情報等性格の

異なる情報を有機的に結合 したシステムの必要性が予測される。本研究はかかる認識

のもとに美術史における学術情報データベースの構築に関す る諸条件 とシステム像の

検討を具体的に行いなが ら,シ ステム作成のための基礎研究を行 うものである。本年

度は以下のような調査 ・研究を実施 した。

(1)国 立歴史民俗博物館,大 和文華館等の先行機関のシステムを調査 した。また,

京都大学大型計算機センターで行われたシンポジウム「東洋学研究支援データベース

の研究」に参加 した。(宮・米倉 ・島尾 ・鈴木)

② 日本東洋古美術文献目録のデータベース化へ向けての実験として美術全集所職

日本東洋古美術関係文献(1,600件)の データベース化を行い,併 せてデータベースの

9

一40一



情報資料部

1
出力結果を基に文献目録の作成を行った。

(3}定 期刊行物所載の日本東洋古美術関係文献データベース作成の基礎となる実験

結果を報告書にまとめた。

7.主 要研 究業 績

①:箸 書 ・編 欝 ②:論 文 ③:解 説 ④:研 究 発 表 ⑤:講 演 ・放 送 ⑥:そ の他

昭 和60.4～ 昭 和61,3

伊藤 延 男(所 長)

③ 国 宝 大 辞 典 五 建 造 物(分 担 執筆)講 談 社60.9

nSomeProblemsontheTrainingofConservatorsandRestorers

国際 シ ンポ ジ ウ ム ア ジ ア の文 化 遺 産 の 再 発 見 上 智 大 学60.4

④PresentConditionoftheTrainingofSpecialistsintheConservationof

CulturalPropertiesinJapan第9回 国際 研 究 集 会 東 文 研60.11

⑤ 文 化 財保 護 の 現状 と課 題 社 会 教 育 ・仁事 講 凋会 祉 会 教 育 研 究所60.5

⑤ 人 文 科 学 と 自然科 学,海 外 に お け る保 存 制 度 ・専 門 家 養成 の 動 向

博 物 館 ・美 術 館 等 保 存 担 当 学 芸 員 研 修60.8

⑤ 博 物 館 展 示 資 料 の 保 存 科 学 初任 者 研 修 会 日本 博 物 館 協 会60.8

⑤ 日本 建 築 の伝 統IIJT1手 県 文 化 財 愛 護 協 会 文 化 講 演 会60.8

亀

美 術 部

柳澤 孝(美術部長)

② 真言八祖行状図と廃寺永久芋真言堂障子絵 ㈹ 「美術研究」332

③ 廃寺永久寺真言堂伝来真言八祖行状図とその関係資料展 東文研

④ 絵画に関する最近の科学的調査方法と研究 噴要文化資料研究協議会

④ 紫式部日記絵巻の構成に関する一試論 美術部・情報資料部研究会

⑤ 紫式部日記絵巻の表現と技法 一蜂須賀本を中心に 五島美術館

関口 正之(第一研究室長)

② 尾道市持光寺所蔵釈迦八相図について(4)「 美術研究」333

④ 平安時代後期仏画の一特色について 東京国立文化財研究所総合研究会
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③

③

③

③

③

調 査研 究

⑤ 弥勒信仰と仏画 金沢文庫

⑥ 日本の仏画 根津美術館

三輪 英夫(第二研究室長)

② 洋画界における新旧の対立/美 術団体展の時代

r日本洋画商史』 美術出版社

作家略歴 ・作品解説(原田直次郎他)r近 代日本洋画素描大系』 講談社

②

②

黒田清輝「智 ・感 ・情」

日本近代洋画の確立

明治の洋風表現

日本近代洋画の展開

田實 栄子(主任研究官)

「季刊みつゑ」夏935

「黒 田 ・藤島 ・和田」展図録 鹿児島市美術館

「現代の眼」371

「近代絵画の展望」展図録 常葉美術館

so.i1

60.4

60.5

60.5

60.6

60.10

60.10

60.11

片倉家伝来小紋胴服の修理及び復元構造について 「美術研究」33260.6

日光 山輪王寺伝来胴着三領並びにそれ らの修理及び復元構造について 上

「美術研究」334

さ や ら しや

③ 桃山時代の裂類のうち"紗綾"と"羅紗"について

③ 第32回日本伝統工芸展染織部門解説

⑥ 第32回日本伝統工芸展

三宅 久雄(主任研究官)

② 重源と鎌倉初期の美術

② 玉桂寺阿弥陀如来像とその周辺

③ 兵庫浄土寺阿弥陀三尊像他

③ 京都泉涌寺章駄天像他

京都の美術工芸(京都市内編 下)

天草郷土資料館

同展福岡展会場

染織部門鑑査委員

四天王寺と大阪 ・兵庫の古寺

④ 仏師行快について

④ 肥前宝円寺旧蔵降三世明王像について

⑤ 鎌倉時代の造像工房

⑤ 止利から定朝へ

⑤ 巧匠安阿弥陀仏快慶

佐藤 道信(第二研究室)

「文化財」265

「美術研究」334

集 英社

京都府文化財保護基金

美術部 ・情報資料部研究会

美術部 ・情報資料部研究会

美術部 ・情報資料部夏期学術講座

大宮市大宮公民館

美術部 ・情報資料部公開学術講座

s1.i

s1.2

61.2

.1

60.10

si.i

60.5

s1.s

60.6

60.9

60.7

60.10

so.ii

'
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主要研究業績

③ 美術雑誌所載暁斎関係文献について 「暁斎」2960.11

山梨絵美子(第 二研究室)

② 一九世紀後半,二 〇世紀初頭のアメリカにおける日本美術評価に関する一資料

「美術研究」33461.1

② 日本近代女性洋画家による自画像をめぐって

おんなの四季を謳 う展カタログ(板橋区立美術館)61.2

芸 能 部

三隅 治雄(芸 能部長)

② 新野の盆踊 りr民 俗芸能』6660,11

② 追体験折 ロ芸能史 一沖縄のまれびと一

r日本民俗研究大系』第6巻(芸 能伝承)国 学院大学61.2

③ 三 河の花祭り 「芸能」60.12

③ 新 野の雪祭り 「芸能」61.2

⑤ 民俗芸能の現状

国立オリンピック記念青少年総合センター民俗芸能指導者研修会

⑥ 民俗芸能が語るもの

⑤ 沖縄舞踊 ・昔と今

⑥rア ジア民族芸能祭』

⑥ 『シルクロードの音楽』

佐藤 道子(演劇研究室長)

③ 南都声明の魅力

④ 「唱礼」について

⑥ 仏教典礼とキリス ト教典礼

⑥ 東大寺修二会

蒲生 郷昭(音楽舞踊研究室長)

② 長唄正本研究⑫～⑬(共同研究)

OO

慶応義塾大学松永記念公開講座

芸能部公開学術講座

NHKTV

NHKTV

60.6

60.6

60.12

60.10

61.1

「学燈」83-361.3

顕密仏教研究会60.7

東洋音楽学会大会60.10

「季刊邦楽」4661.3

「邦 楽 と舞 踊」418～42960.4～61.3

近世初期風俗画に描かれた三味線について

「国立音楽大学音楽研究所年報」661.3
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調 査研 究

③ 邦楽用語辞典 理論用語編ω～㈲ 補遺編(1)～②

⑥ 官女 ・景清

羽田 担(民俗芸能研究室長)

④ 近代能楽史の諸問題

⑤ 青少年芸術劇場解説

⑤ 黒川能の技法

⑥84年 の能楽界断想

⑥ 書評:r後 藤得三芸談』

中村 茂子(主任研究官)

② 鳥追い行事と鳥追い芸

② 風流躍論 一南伊予の伊勢踊を中心Y_

「季 刊 邦 楽 」43^4660.6^61.3

第8回 千 寿 の会 プ ロ グラ ム60.10

芸能部夏期学術講座

熊本,長 崎,佐 賀,山 口

国立能楽堂シンポジウム

r演劇年報1985年 版』

「芸能」

60.7

.1

60.10

60.5

60.9

「民俗芸能研究」創刊号60,5

「日本民俗研究大系」第6巻(芸 能伝承)国 学院大学61.2

④ ささらの芸能 一佐渡の小獅子舞一 民俗芸能学会60,12

⑤ 武 蔵野の民謡TBS「 美を求めて」61.1

廣瀬 美都(演 劇研究室)

② 日本の伝統音楽における記譜 一古代 ・中世起源の音楽を中心に

「記号学研究」560.5

③ 雅楽 ・仏教音楽関係項 目r大 百科事典』 平凡社60.6

④ 醍 醐寺の年中行事について 一修正 ・修二会を中心に 顕密仏教研究会60,11

⑥ 討論の記録「宣ることと語ること」

「アジァァフリカ言語文化研究所通信」56東 京外国語大学61,3

山田智恵子(音 楽舞踏研究室)

⑥ 竹本津大夫芸話(採譜)第18回 ～第20回 「季刊邦楽」43～4560.6～60.12

仲井幸二郎(民 俗芸能研究室)

① 富山県民謡緊急調査報告書(共 著)富 山県教育委員会60.7

② シンポジウム 民謡 一 日本 とヨーロッパーr魚 津シンポジウム①』61.3

③ 「近世歌謡」ほかr研 究資料 日本古典文学』⑤ 明治書院60.4

③ 口訳民謡集⑲～⑳(連 載)「 みんよう文化」60,4^61.3
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0

0

0

0

0

0

民謡風土記①～⑳(連載)

伝播の中の富山民謡

民謡関係項目

うたの効用

うたの旅

うたの歴史

うたとおどり

富山の童唄(対談)

主要研究業績

「思想新聞」637～67560.4～12

「富 山県民謡緊急調査報告書」60.7

r大百科事典』 平凡社60.11

民謡教養講座① 財団法人 日本民謡協会60.6

民謡教養講座② 財団法人 日本民謡協会60.6

民謡教養講座③ 財団法人 日本民謡協会60.7

民謡 教餐講座④ 財団法人 日本民謡協会60.7

国際 証券セ ミナー 名鉄 トヤマホテル60.9

●

保存科学部

江本 義理(保 存科学部長)

① 伊達家霊廟出土遺物の保存処置

「感仙殿伊達忠宗,普 応殿伊達綱宗の墓とその遺品」 ㈲瑞鳳殿60.5

② 伊達家三代霊廟出土遺物の材質調査 同上60,5

Q2ColoringMaterialsusedonJapaneseMuralPaintingwithinBuilding

第9PI1国 際研究集会 プロシーデングス壁画II60,11

② ガ ラン ドヤ古墳,第 一号墳の彩色顔料分析

「ガランドヤ古墳群」 日田市教育委員会61.3

② 第9号 墓櫓内の保存環境 「長岡藩主牧野家墓所発掘調査報告書」61.3

④ 出雲荒神谷遺跡出土銅剣の分析 昭和60年 度重要文化資料研究協議会60,7

④ 開陽丸引揚げ遺物の保存処理 第15回 文化財保存修復研究協議会60,10

●TrainingofConservationScientistintheCourseofHigherEducation

andRefresherCourseSponsoredbytheTokyoNationalResearchInstitute

ofCulturalProperties第9回 国際研究集会 東文研60.11

④ 埋蔵文化財の保存環境 一埋蔵環境における劣化現象一

保存科学研究集会(奈 良国立文化財研究所)61.3

⑤ 保存科学概論,彩 色材料 博物館 ・美術館等保存担当学芸員研修60。8

⑤ 鉄製遺物の劣化現象

昭和60年 度埋蔵文化財発掘技術者専門研修(奈 良国立文化財研究所)60,9
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調 査 研 究

⑤ 史料の保存科学 近世資料取扱講習会60,10

⑤ 文化財の保存と活用 文化財取扱講習会61.1

馬淵 久夫(化 学研究室長)

② 安永田遺跡出土銅片の科学的鑑定(江 本 ・平尾と共著)「 安永田遺跡」60.3

② 三雲遺跡出土青銅器・ガラス遺物の鉛同位体比(平 尾と共著)「 三雲遺跡」60.3

② 凝灰岩の劣化と化学組成 「石造文化財の保存と修復」60.3

② お花山1号 墳出土振文鏡 「お花山古墳群発掘調査報告書」60.3

② 島根県下出土青銅器の原料産地推定 「月刊文化財」60.6

Q2LeadlsotopeApproachtotheUnderstandingofEarlyJapaneseBronze

Culture(平 尾 ・西田と共著)rArchaeometry」Vo1,2760.8

② 本郷遺跡出土小銅鐸の鉛同位体比(平 尾と共著)「 海老名本郷」160.10

QLeadlsotopeRatiosinTokyoBaySedimentsandTheirlmplicationsin

theLeadConsumptionofJapaneseIndustries(平 尾 と共著)

「GeochemicalJournal」Vo1.2061.2

② 鉛 同位体比測定による火縄銃関係資料の原料産地推定

「朝倉氏遺跡資料館紀要」61.3

② 倉敷考古館提供の資料による青銅器の原料産地推定(平 尾と共著)

「倉敷考古館研究集報」1961.3

③ 青銅器原料は海を渡ってきた 「科学朝 日」1260.12

④ 青銅器の鉛同位体比測定 保存科学研究集会(奈 良国立文化財研究所)61.3

⑤ 青銅器原料の産地推定 福井考古学会例会(福 井県立博物館)60.4

⑤ 銅鐸の原料はどこから来たか 辰馬考古資料館講演60.10

見城 敏子(物 理研究室長)

① 伊達家墳墓における微生物学的研究

「感仙殿伊達忠宗,善 応殿伊達綱宗の墓とその遺品」 ㈲瑞鳳殿60.5

② 科学的に見た伝統漆工技術 「漆工史」60.12

② 菜畑遺跡の出土木器の塗膜の同定 「佐賀県教育委員会報告書」60.12

② 宮 内10号 墳石室から出土した珠玉の塗装について

「栃木県小山市教育委員会報告書」61.1
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主要研究業績

② 第7号 墓棺内の保存環境 「長岡藩主牧野家墓所発掘調査報告書」61.1

② 光 モニターの利用 一展示照明の安全な使用のために一 「保存科学」2561.3

② 虎塚古墳の石室の温度環境について 「保存科学」2561.3

② 古代漆の分析の際の前処理 「保存科学」2561.3

⑤ 展示環境 一因子と劣化,漆 ・膠

博物館 ・美術館等保存担当学芸員研修60.8

新井 英夫(生物研究室長)

① 伊達家墳墓における微生物学的研究

r感仙殿伊達忠宗,善 応殿伊達綱宗の墓とその遺品』 ㈱瑞鳳殿60.5

① 文化財r微 生物の分離』R&Dプ ランニング社61.1

② 古墳等埋蔵環境における微生物学的研究 「考古学雑誌」7160.6

② 酸性紙の中和について(第1報)ジ エチル亜鉛法の追試(森 と共著)

「保存科学」2561.3

③ か びによる美術工芸品の損失BulletinSUT260.6

④ 紙質類文化財の保存に関する微生物学的研究(第2報)Foxing要 因糸状菌に

ついて 日本菌学会第29回 大会60.5

④ 紙質類文化財の保存に関する微生物学的研究(第3報)水 分環境が紙の含水率

と糸状菌の繁殖に及ぼす影響 古文化財科学研究会大会60.5

④ 光学器機の生物劣化 日本発酵工学会大会60,10

④ 民具の生物劣化 文化財保存科学研究協議会60.10

⑥ 文化財と徽 ・害虫及びその防除法 指定文化財修理技術者講習会60.7

⑥ 紙類の微生物による被害 とその防除

(第7回 書籍・古文書等のむ し・かび害保存対策研修会)㈲ 文化財虫害研究所60.7

⑤ 文化財の生物劣化 一虫微害一 博物館 ・美術館等保存担当学芸員研修会60.8

⑤ 文化財の微生物による被害とその防除

(第7回 文化財虫微害保存研修会)㈱ 文化財虫害研究所so.1z

⑤ 文化財の生物被害とその対策 神奈川県博物館協会6α12

門倉 武夫(主 任研究官)

① 感仙殿・善応殿墓室内空気について 一伊達忠宗・伊達綱宗の墓室 とその遺品一
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調査 研 究

㈱瑞鳳殿

② 第7号 墓棺内の保存環境調査 一江本 ・見城 ・新井と共同一

「長岡藩主牧野家墓所発掘調査報告書」

② 古墳石室内の照明 「保存科学」25

③ 壁画公開は光ファイバーで 「科学朝日」48-13

⑥ 展示環境II一 環境と劣化一 博物館 ・美術館等保存担当学芸員研修

⑤ 可搬式X線 回折装置の文化財への応用

東京国立文化財研究所総合研究会

石川 陸郎(主任研究官)

② 博物館・美術館の照明のあり方 「電設 レポート」6

③ ラジオグラフィーの目 一木造阿弥陀如来立像一

「軟X線 研究会誌」Vo1.1

⑤ 文化財と保存環境 一温 ・湿度調整,照 度調整等一

第5回 指定文化財取扱講習会 東日本ブロック

西日本ブロック

⑤ 文化財の照明・科学写真の文化財への応用

博物館・美術館等保存担当学芸員研修

⑤ 立体X線 撮影について 昭和60年度重要文化資料研究協議会

⑤ 内側から見た金色堂 一巻柱を中心として一 中尊寺ゼミナール

⑤ 文化財の照明管理 第4回 群馬県文化財保存対策研修会

三浦 定俊(主任研究官)

② エミシオグラフィの黒田漕輝画油絵調査への応用

「古文化財の科学」30

③ 下描きまで映した赤外線Tvr科 学朝日」45-13

④ 超音波伝搬速度による石造文化財の合成樹脂処置効果の判定

NDI第 三分科会

④ ガンマ線透視写真の定量化 第7回 古文化財科学研究会講演会大会

④ ガンマ線透視による金銅仏調査とその研究

法隆寺献納宝物第四次調査会

.;

60.6

si.i

60.?

so.ii

60.7

60.?

60.8

60.10

60.12

so.1a

60.5

60.5

60.7

'
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主要研究業績

④ ガンーt線透視撮影による金銅仏内部の物質の判定

第24回SICE学 術講演会60.7

●TheEmissiographybyaThinTinFilter

第7回RESESシ ンポジウム60.8

④ 肥前宝円寺旧蔵降三世明王像について(三 宅と共同)

庭術部 ・惜報資料部研究会60.9

④ 産業用X線CTス キャナーの小金銅仏調査への応用(藤 井と共同)

NDI第 三分科会60.12

④CriticalClimateThatCausesFrostShatteringofStoneObjects(西 浦 ・

福田と共同)谷 口国際シンポジウム(園立民族学博物館)60.12

⑤ 立体X線 撮影について(石 川と共同)

昭和60年 度重要文化資料研究協議会60,7

⑤ 温湿度の計測,科 学写真の文化財への応用

博物館 ・美術館等保存担当学芸員研修60.8

⑤ 文化財の温湿度管理

第4回 文化財保存対策研究会(群 馬県立歴史博物館)60.10

⑥ 金銅仏ガンマ線透視撮影資料

金銅仏2(法 隆寺献納宝物特別調査概報VI)61,3

森 八郎(生 物研究室)

② 棚素化合物による防虫処理(第2報)一 ゴキブリに対する効力試験一

「文化財の虫菌害」1060.12

② 酸性紙の中和について(第1報)

③ 文化財のシロアリ被害

④ 棚素剤による防虫処理(第4報)

④

④

建造物内のダニについて

ジエチル璽鉛法の追試(新井 と共同)

「保存科学」25

「しろあ り」62

ゴキブリに対する効力試験

日本応用動物昆虫学会第29回 大会

第7回 古文化財科学研究会講演会大会

イエシロアリの処女地発生について

61.3

so.10

60.4

60.5

日本 ペ ス トRジ ー研 究 会 第1回 発 表 会60,11
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調 査 研 究

●TheFormosanSubterraneanTermiteinJapan:ltsDistribution,Damage

andCurrentandPotentialControlMeasures.

InternationalSymposiumHeldbythePacificBranchofEntomological

SocietyofAmerica(Sixty-NinthAnnualMeeting)60.6

⑤ 書 籍 ・古 文 書等 を 加害 す る昆 虫 とそ の被 害対 策

(第8回 書 籍 ・古 文書 等 の む し ・か び 害 保 存 対 策研 修 会 講演)

側)文化 財 虫害 研 究 所60,7

⑤ 爆 蒸 処 理 標 準 仕 様 と危 害 防 止 措 置 及 び爆 蒸 効 果 の 判 定 に つ い て

(第6回 文 化 財 の燥 蒸 処 理 実 務 講 習 会 講 演)㈲ 文化 財 虫害 研 究所60.10

⑤ 古 襟 ・古 文 書 ・仏 像 の虫 害 対 策

(東 京 都 江 東 区 芭 蕉 記 念 館 講 演)東 京 都 江 東 区 教育 委 員会 社 会 教 育 課60.10

⑥ 文 化 財 の 虫害 と防 除

(第8回 文 化 財 虫 菌 害 保 存 研 修 会 講 演)㈲ 文 化 財 虫害 研 究 所60.12

⑥ 文 化 財 の 虫害 対 策(第8回 文 化 財 虫 菌 害 対 策)

(第8回 文 化 財 虫菌 害 防 除 作 業 主 任 者 能 力 認 定 講 習 会 講 演)

側)文化 財 虫 害 研 究 所61.2

⑥ イエ シ ロア リの巣 の所 在 探 知 の指 導(ハ ワイ にお い て 現 地 指 導)

ThePacificBranchofEntomologicalSocietyofAmerica

Sixty-NinthAnnualMeeting)60.6

修復技術部

鈴木 友也(修 復技術部長)

② 称名寺蔵金銅製宝筐印塔についての一考察 「金沢文庫研究」27560.9

⑤ 保存修復概論 博物館 ・美術館等保存担当学芸員研修60.7

⑤ 伝統技法と保存科学の適用 指定文化財展示取扱講習会60.7,60.11

⑤ 文化財の調書作成 工芸品1(金 土,刀 剣,甲 冑等)(同 上)60.7,60.11

中里 寿克(第 一修復技術研究室長)

② 鎌倉時代漆芸技法資料1一 梅蒔絵手箱一 「保存科学」2561.3

② 山 口県龍蔵寺蔵鎌金四天王像図扉の保存修復(受 託研究報告56号)
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主要研究業績

「保存科学」2561,3

増 田 勝彦(第 二修復技術研究室長)

⑤ 奈良時代の紙 古文化財科学研究会例会60.6

⑤ 和紙製造の技術 文化財虫害研究所研修会60,7

⑤ 表具の科学 博物館 ・美術館等保存担当学芸員研修60.8

⑤OrientalTechniquesforPaperConservation

PaperConservationCourse,ICCROM60.10

⑥ 芝居絵絵馬の保存処置に関する研究(共 著)「 受託研究報告」61.3

樋 ロ 清治(第 三修復技術研究室長)

① 新エポキシ樹脂(共 著)昭 晃堂60.5

③ 故櫻井高景先生を偲んで 一わが国における合成樹脂利用研究の先覚一

「古文化財の科学」3060.12

④ 顔料彩色剥落どめに用いる合成樹脂 とその問題点

第7回 古文化財科学研究会講演会大会60.5

④ 泥下地彩色の剥落どめ 文化財保存修復研究協議会60.10

⑤ 文化財の劣化と防止策 皿 指定文化財展示取扱講習会 東ブロック60.7

西 ブロック60.11

⑤ 文化財の修復と合成樹脂 博物館 ・美術館等保存担当学芸員研修60.8

⑤ 保存科学 と合成樹脂 東京農工大学繊維博物館60.8

⑥ 材料(特 殊材)昭 和60年 度文化財建造物修理主任技術者講習会60.9

⑤ 保存材料の沿革

昭和60年 度埋蔵文化財発掘技術者専門研修(鉄 器保存過程)60.9

⑤ 高分子材料 東京芸術大学美術教育研究室60.11

西浦 忠輝(主 任研究官)

② ドリルのボーリソグ速度による石材の劣化状態及び樹脂含浸強化効果の判定

(ド ゥウィッタと共著)「 古文化財の科学」3060.12

② 文化財の保存を目的とした歴史的住宅建築の構造的補強法(新 修理技法)の 開発

に関する研究;接 合部の強度について(伊藤 ・安藤 と共著)

「住宅建築研究所報」1261.3
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調 査 研 究

② 工学的診断調査 一古石材の診断及び再用のための保存修復処置一

「重文 ・園比屋武御嶽石門修理報告書」61,3

② 史跡 ・薬師堂石仏の保存修復処置に関す る研究く受託研究報告書〉(三浦と共著)

「薬師堂石仏保存修理調査事業報告書」61,3

② 薬師堂石仏の岩石の物性(比 重 ・空隙率 ・吸水速度)に ついて 同上61.3

③ 「蘭陵王の図」絵馬の保存修復処置 一絵馬伸縮測定一 「な りた」3360.6

④ ドリルのボー リソグ速度による石材の劣化状態及び樹脂含浸強化効果の判定

(ド ゥウィッタと共同)第7回 古文化財科学研究会講演会大会60.5

④CriticalClimateThatCausesFrostShatteringofStoneObjects(三 浦 ・福

田と共同)谷 口国際シソポジウム(国立民族学博物館)60.12

⑤ ベルギー王立文化財研究所における共同研究

東京国立文化財研究所総合研究会61.1

青木 繁夫(主 任研究官)

② 福岡市樋渡遺跡出土銅製品の保存修復研究 「保存科学」2561.3

② お花山1号 墳出土変形振文鏡の保存修復

「山形県埋蔵文化財調査報告」8560,4

⑤ 金属製品保存の問題点 文化庁修理技術者講習会60.9

⑤ 金属製品の保存修復 博物館 ・美術館等保存担当学芸員研修60.7

⑤ 考古資料の保存について 群馬県埋文セソター発掘技術者講習会60.8

情 報 資料部

宮 次男(情 報資料部長)

② わが国の仏教説話画

「全集 日本の古寺」15四 天王寺と大阪 ・兵庫の古寺 集英社60.5

② 高僧 ・祖師伝絵 同4甲 斐 ・東海の古寺 集英社60.6

② 縁起絵について 同5石 山寺 と近江の古寺 集英社60.7

② 法華経変相図 「日本の古典文学」3一 冊の講座絵解き 有精堂60.9

② 八幡大菩薩御縁起と八幡縁起 上 「美術研究」33360.9

② 研究資料 ・永福寺本遊行上人縁起絵 同上60.9
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主要研究業績

② 八幡大菩薩御縁起と八幡縁起 中 「美術研究」33561.3

③ 法華経の美術 「全集 日本の古寺」4甲 斐 ・東海の古寺 集英社60.6

③ 美 と祈 りの法華経 日蓮と法華経信仰 読売新聞60.12

③ 絵でたどる法華経二十八品の教え 同上60.12

⑤ 絵巻物をめ ぐって 横浜朝日カルチャーセンター60.6

⑤ 仏教絵画と絵巻 同上60.8

⑤ 金光明最勝王経金字宝塔蔓茶羅図について 中尊寺60.9

⑤ 中世絵巻の傾向 頴川美術館60.9

⑤ 絵巻物とi,}:俗画 金沢文庫60.11

⑤ 一 遍」:人伝絵について 神奈川県立博物館60.11

⑤ 日本における法華経絵の展開 美術部 ・情報資料部公開学術講座60.11

⑤ 法華経絵画について 立正大学60.12

米倉 迫夫(文 献資料研究室長)

② 西導寺蔵「法然上人伝絵」について

「童文法然上人絵伝双幅」 法然上人絵伝刊行会60.9

③ 研究資料 無量寿寺本「拾遺古徳伝絵」 「美術研究」33260.6

④ 無量寿寺本「拾遺古徳伝絵」 美術部 ・情報資料部研究会60.7

鶴 田 武良(写 真資料研究室長)

② 宋紫石 一旅 日中国画家研究(国 華1028号 掲 載論文の中文訳)

「美術」1985年6期60.6

② 現代中国画人伝1・ 王式廊 「中国水墨画」260.8

③ 当代中国刊行美術関係期刊解題Ir美 術研究」33260.6

③ 〃IIr美 術研究」33360.9

③ 〃m「 美術研究」33461.1

③ 吸収期の鉄斎 「鉄斎 一吸収の時代展目録」鉄斎美術館60.2

④ 中 国における西洋画の受容 東京国立文化財研究所総合研究会61,3

⑥ 聞桝 「大正N昭 和初期における中国画コレクションの成立 ・1」

「中国水暴画」260.8

⑥ 八大山人の生涯と芸術(翻 訳)「 中国水墨画」260.8
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調 査 研 究

⑥ 古代中国における紙質文化財の薬物による防厳技術(翻 訳)

「文化財の虫菌害」1060.12

鈴木 廣之(写 真資料研究室)

③ 研究資料 廻国道の記(3)「 美術研究」33360.9

④ 円 山応震筆略駝図をめ ぐって 近世絵画研究会60.10

島尾 新(文 献資料研究室)

② 瓢鮎図の研究 一大岳周崇の序に.見える「新様」を中心 として一

「美術研究」33560.3
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1.出 版

Ⅳ.事 業

臼

r

(1)美 術 研 究

60年 度 は332号 か ら335号 までが下記の内容で刊行された。A4判,各 号40頁,原 色

図版1(335号 か ら2),単 色図版8。

美術研究332号(昭 和60年6月 発行)

真言八祖行状図と廃寺永久寺真言堂障子絵lil

無f寿 寺本「拾遺古徳伝絵」(研究資料)

片倉家伝来小紋胴服の修理及び復元模造について(研究資料)

当代中国刊行美術関係期刊解題(一)(研究資料)

美術研究333号(昭 和60年9月 発行)

八幡大菩薩御縁起と八幡宮縁起 上

尾道市持光寺所蔵釈迦八相図についてI-1

永福寺本遊行上人縁起絵(研究資料)

廻国道の記(公刊)三(研 究資料)

当代中国刊行美術関係期刊解題 ⇔(研 究資料)

美術研究334号(昭 和61年1月 発行)

柳澤 孝

米倉 蓮夫

神谷 栄子

鶴田 武良

宮 次男

関口 正之

宮 次男

鈴木 廣之

鶴田 武良

日光山輪王寺伝来胴着三領並びにそれらの修理及び復元模造について 上

神谷 栄子

玉桂寺阿弥陀如来像とその周辺 三宅 久雄

19世紀後半,20世 紀初頭のアメリカにおける日本美術評価に関する一資料

(研究資料)榊 田絵美子

当代中国刊行美術関係期刊解題 ⇔(研 究資料)鶴 田 武良

原田直次郎筆素尊斬蛇画稿(図版解説)三 輪 英夫

美術研究335号(昭 和61年3月 発行)
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事 業

「伊勢物語図」(小野の御室)について

一いわゆる「貴紳邸宅図」の主題と表現一

八幡大菩薩御縁起と八幡宮縁起 中

瓢鮎図の研究 一大岳周崇の序に見える「新様」を中心として一

(2)日 本美 術年 鑑 ・昭和59年 版(昭和61年3月 発行)

本年度は昭和58年の内容をもつ昭和59年版を刊行した。B5版,322頁 。

昭和57年美術界年史

美術展覧会(現代美術 ・西洋美術)

美術展覧会(東洋古美術)

美術文献目録(定期刊行物所載)(現代美術 ・西洋美術)

美術文献目録(定期刊行物所載)(東洋古美術)

物故者

秋山 光和

宮 次男

島尾 新

(3)音 盤 目録 Ⅳ

東京国立文化財研究所編 昭和61年3月 発行

(4)保 存 科 学

所属研究員による文化財の保存と修復に関する科学的調査,研 究,受 託研究報告等

の論文,報 告及び修復処置概報等を掲載している。本年度は第25号 を発行 した。

保存科学 第25号(昭 和61年3月 発行)

鎌倉時代漆芸技法資料1一 梅蒔絵手箱 ・片輪車蒔絵螺鋼手箱一

古墳石室公開時の照明

光モニターの利用 一展示照明の安全な使用のために一

虎塚古墳の石室の温度環境について

古代漆の分析の際の前処理

酸性紙の中和について(第1報)ジ エチル亜鉛法の追試

山口県龍蔵寺蔵鎗金四天王像図扉の保存修復(受託研究報告第56号)

福岡市樋渡遺跡出土銅製品の保存修復研究(受託研究報告第57号)
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昭和60年度修復処置概報

出 版

修復技術部

(5)国 際研究集会 プロシーデ ィングス

The8thInternationalSymposiumontheConservationandRestorationof

CulturalProperty‐(ConservationandRestorationofMuralPaintings(II)‐

(1985)

「壁 画 の 保 存 」を 主 題 と した,保 存 科 学 部 ・修 復 技 術 部 担 当 の2年 継 続 の 国 際 研 究 集

会 の 第2回 目(59.11.19～11.22)の プ ロ シ ー デ ィ ソ グ ス(英 文)を 刊 行 し た 。 第1回 目

は,古 墳 や 洞 窟 内 の 壁 画 の 保 存 に 関 連 した 内 容 で あ り,今 回(第2回)で は,地 上 に あ

る 壁 画 と し て,主 に 建 造 物 内 の 壁 画 の 保 存 ・修 復 に 関 連 し た 内 容 を 取 扱 っ た 。 日 本 の

壁 画 と して,張 付 壁,襖,屏 風 な ど も 含 む も の と し て 発 表 が 行 わ れ た 。 本 プ ロ シ ー デ

ィ ン グ ス に は,発 表 論 文,質 疑 応 答,総 合 討 議 な ど が 含 ま れ て い る 。 内 容 は 下 記 の 通

り で あ る 。

JukkaJOKILHTO:PaintedSurfacesinEuropeanArchitecture

NobuoITO:TheUseofColorinJapaneseArchitecture

TerukazuAKIYAMA:JapaneseWallPaintings:AnArtHistoricalOverview

RakhaldasSENGUPTA:ConservationandRestorationofMuralPaintingsin

India

KakichiSUZUKI:AdministrativeMeasuresfortheConservationofMural

PaintingsonJapaneseArchitecture

GarryTHOMSON:MuralPaintingsandTheirEnvironment

IppolitoMASSARI:SomeAspectsofHumidityProtectioninHistoric

Buidlings

ToshikoKErrJo:AnEnvironmentalSurveyoftheNinomaruPalaceOhiroma

inNjioCastle

TakashiHAMADA:HistoricalViewoftheTechniquesof7apaneseMural

Paintings

WannipaNASONGKHLA:TraditionalThaiMuralPaintingandItsCon-

servation
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事 業

SamidiSISWOWIYANTO:SomeMuralPaintingsinTraditionalIndonesian

HousesandProblemsofTheirConservation

YoshimichiEMOTO:ColoringMaterialsUsedonJapaneseMuralPaintings

withinBuildings

J.R.J.VANASPERENDEBOER:InfraredReflectographyofPaintings;

Principles,DevelopmentandApplications

ShojiroYAMAZAKI:ReproductionofColoredPatternsinTemplesand

Shrines

TakaYANAGISAWA:ExaminingJapaneseWallPaintingsfromthe?ththrough

14thcenturies)UsingPhysico-opticalMethods

AkiyoshiWATANABE:SomeProblemsontheDamagesandRestorationof

JapanesePanelPaintingswithinWoodenBuildings

XuYUMING:ExplorationinConservationandRestorationofMuralPaintings

inAncientTemplesandTaoistTemplesinChina

PaulM.SCHWARTZBAUM:TheConservationandRestorationoftheFire-

damagedPaintingsoftheDomeoftheAlAqsaMosque,Jerusalem

KatsuhikoMASUDA:DocumentingtheDamagesofMuralPaintings

OverallDiscussion

2.公 開 学 術 講 座

美術部 ・情報 資料部(第19回)

日 時 昭和60年11月30日(土)13:sods:30

会 場 日本経済新聞社小ホール(9階)

講 演(1}巧 匠安阿弥陀仏快慶

② 日本における法華経絵の展開

芸能部(第17回)

日 時 昭和60年12月9日(月)18:00^20:30

会 場 朝日新聞社朝 日ホール

一58一
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テーマ 沖縄舞踊の技法

講 演(1)沖 縄舞踊 ・昔と今

② その技法 ・周辺諸国との比較

実演と話

3.夏 期学術講座

夏期学術講座

芸能部長 三隅 治雄

芸能部長 三隅 治雄

川田 禮子 ・仲濱 靖一

黛 節子 ・朴 貞子

秋元加代子

美術部 ・惰報資料部(第3回)

本年度は「鎌倉時代の美術皿」をテーマとし,別 表のような日程で当研究所会議室に

おいて開催された。本年度の受講者は33名 。

別表 テーマ ー鎌倉時代の美術 皿一

7月15日(月)

噌
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開会の辞 所長 伊藤 延男

鎌倉時代の輸入陶磁器と国産陶磁器

東京国立博物館工芸課陶磁室長 矢部 良明

鎌倉時代の造像工房 美術部主任研究官 三宅 久雄

黒田記念室の見学(解説 ・三輪英夫)

美術作品の写真撮影(解説・市川和正)

7月16日(火)

6.舎 利荘厳具から見た鎌倉時代の金工

奈良国立博物館学芸課工芸室長 河田

7.鎌 倉時代絵画の特色 筑波大学教授 真保

8.四 講師に対する質問と懇談

貞

亨

芸 能 部

芸能部においては,芸 能の多角的かつ総合的な研究に資す ることを目的として,例

年,夏 期4日 間にわたる学術講座を実施している。会場を東京国立文化財研究所会議
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室とし,芸 能部員がそれぞれの専門分野における研究成果を体系的に講ずるかたちを

とる。60年 度は「近代能楽史の諸問題」というテーマを設け,羽 田艇(民 俗芸能研究室

長)が 担当し,7月8日 か ら7月12日 までの4日 間にわた り実施 した。 受講対象は都

内各大学の大学院生とし,本 年度は,東 京芸大 ・早稲田 ・明治 ・国学院 ・玉川学園大

の各大学院生で,受 講者数は13名 。 日程およびテーマ細 目は下記の通 りである。

7月8日(月)

1.能 楽保護の施策(1)

2.能 楽保護の施策 ②

3.能 の興行形態

7月9日(火)

4,宗 家 の退転と復興(1)

5.宗 家 の退転と復興 ②

6.近 代能楽の確立者

7月11日(木)

7.技 法 の変遷(1)

8.技 法 の変遷(2)

9.技 法 の変遷(3)

7月12日(金)

10.

i1.

12.

能楽現代化の事象

能舞台 ・能楽堂の変遷

質疑応答

4.博 物館 ・美術館等の保存担当学芸員研修

近年,地 方においては博物館 ・美術館等の数が増加すると共にその施設が近代化

し,く ん蒸室,保 存科学室,修 復室等の保存に関する部門や施設設備が整備されて,

学芸員のうちか らこれ ら保存部門を担当する職員が配置されてきている。しかし,そ

れ らの職員が保存科学,技 術の知識を習得 しようとしても適切な学習の場や教材がな

いのが実情である。そのため博物館 ・美術館等の学芸員で保存 を担当す る者に対し

て,文 化財の科学的保存に関する基礎的な知識及び技術について研修を行い,そ の資

.1

`

胃

」
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博物館 ・美術館等の保存担当学芸員研修

質の向上をもって文化財の保護に資することを目的とし研修会を開催 した。受講者数

15名 。 日程及び研修題 目・講師は下記の通 りであった。

7月29日(月)

1.開 会式 ・オ リエンテーション

2,保 存科学概論 保存科学部長 江本 義理

3.人 文科学と自然科学 所 長 伊藤 延男

7月30日(火)

4.海 外 におけ る保存制度 ・専門家要請の動向 伊藤 延男

5,文 化財の分析化学1保 存科学部化学研究室長 馬淵 久夫

6.文 化財の分析化学II馬 淵 久夫

7月31日(水)

7.保 存修復概論 修復技術部長 鈴木 友也

9,展 示環境1一 環境と劣化一 保存科学部主任研究官 門倉 武夫

10,施 設見学 一東京国立博物館 ・資料館 ・法隆寺館環境コン トロール室一

.門 倉 武夫

8月1日(木)

11,文 化財の有機化学 一漆 ・にかわ一

保存科学部物理研究室長 見城 敏子

12.文 化財の生物劣化 一虫害と対策一

保存科学部生物研究室長 新井 英夫

13.実 習 一虫 ・かび害と対策1一 新井 英夫

14.実 習 一虫 ・かび害と対策m新 井 英夫

8月2日(金)

15.温 湿度の計測 保存科学部主任研究官 三浦 定俊

16,文 化財の照明 保存科学部主任研究官 石川 陸郎

17.実 習 一光源の扱い一 石川 陸郎

8月3圓(土)

18,彩 色 材 料 江本 義理

8月5日(月)
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19.実 習 一 くん蒸一 新井 英夫

20.展 示 環 境II一 因子と劣化一 見城 敏子

21.実 習 一展示環境一 見城 敏子

8月9日(火)

22.表 具の科学 修復技術部第二修復技術研究室長 増田 勝彦

23.実 習 一表 具一 増田 勝彦

24.金 属文化財の保存修復修 修復技術部主任研究官 青木 繁夫

8月1日(水)

25.実 習 一温湿度機器の補正一 三浦 定俊

26.科 学写真の文化財への応用 石川 陸郎

三浦 定俊

27.実 習 一科学写真1一 石川 陸郎

28.実 習 一科学写真II一 石川 陸郎

8月6日(金)

29.実 習 一科学写真 皿一 三浦 定俊

29.文 化財の修復 と合成樹脂 修復技術部第三修復技術研究室長 樋 口 溝治

30.実 習 一合成樹脂一 樋口 清治

8月10日(土)

31.レ ポー ト作成 ・閉会式

5.会 議

文化 財の保存及び修復 に関する研究のための国際研究集会

昭和52年 度より毎年開催 してい る本年度の集会(第9回)は,「 各種文化財に関する

専門家の養成」をテーマとして,所 長の担当で開催した。今回,特 にとりあげられた議

題は博物館等における文化財保存の技術者な らびに各種文化財の修復技術者の養成に

っいて,で あって,こ れには伝統芸能も含まれる。その具体的内容は,各 発表題目の

通 りである。

発表者は海外8名,国 内9名 で発表は4セ ッションに分けて,次 のような日程で行

われた。
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名 称TheNinthlnternationalSymposiumontheConservationand

RestorationofCulturalProperties

‐TheTrainingofSpecialistsinVariousFieldsRelatedtoCultural

Properties‐

第9回 文 化 財 の保 存修 復 に 関 す る国際 研 究集 会

一 各種 文 化財 に 関 す る専 門 家 の 獲 成一

日 時 昭 和60年11月18日(月)～21日(木)

場 所 国立 社 会 教 育 研 修 所

(題 名 及び 発表 者)

it月18日(月)

第1セ ッシ ョン 各 国 ・各 地 域 か らの概 況 報 告(ア ル フ ァベ ッ ト順)

オ ー ス トラ リアC.ペ ア ソ ン

中 華 人 民 共 和 国 張 羽 新

イ ン ドP.0.ア グ ラ ワル

イ ソ ド ネ シ アH.ス パ デ ィナ

日 本 伊 藤 延 男

大 韓 民 国T.Y.リ ー

オ ラ ソ ダ ∫.ロ デ ウ ィ ッ クス

タ イW.N.ソ ン クラ ー

イ ク ロムー トル コC.エ ル ダー

11月19日(火)

第2セ ッ シ ョン 博 物 館 専 門 家 ・修 復 技 術 者 ・芸 能 後 継 者 の 養 成 等

1.TrainingofMuseumOfficersintheCourseofHigherEducation(学 校 教

育 に おけ る博 物 館 学 芸 員 の養 成)渋 谷 区 立 松 濤 美 術 館 藤 田 国雄

2.ThePresentConditionandTrainingofMuseumSpecialistsinChina(中

国に おけ る博 物 館 専 門 家 の 現 状 と養 成)中 国 文 化 部 文 物 局 幹 部 所 張 羽 新

3.TrainingCoursesforMuseumCuratorsandRestorersofArtObject(博

物 館 学 芸 員 と美 術 品 修 理 技 術 者 の トレー ニ ン グ コ ース に つ い て)

東 京 国立 博 物 館 西 川 杏 太 郎
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4.PreservationoftheTechniquesofAppliedArtsandtheTrainingof

TheirTransmittersandRestorers(日 本 に お け る工 芸技 術 の保 存 とそ の後 継 者

な らび に修 理 技 術 者 の 養成 に つ い て)東 京 国立 文化 財 研 究所 鈴 木 友 也

5.TheTrainingofRestorers(修 復 技 術 者 の養 成)

オ ラ ン ダ保 存 修 復 担 当鑑 査 官J.ロ デ ウ ィ ッ クス

6.TrainingofTransmittersofTraditionalPerformingArtsattheNational

TheaterofJapan(日 本 の 国 立 劇 場 に お け る伝 統 芸 能 の 後 継 者 の 養 成 に つ い て)

国 立 劇 場 榎 本 由 喜雄

11月20日(水)

第3セ ッ シ ョ ン 建 造 物 ・遺 跡 保 存 技 術 者,保 存 科 学 者 の 養 成 等

7.TrainingofSpecialistsinVariousFselclsRelatedtoCulturalProperties

‐TheSituationinIndonesia‐(文 化 財 保 護 に 関 す る各 領 域 での 専 門 家 の 養成

一 イ ン ドネ シ ア の現 状 一)イ ン ドネ シ ア文 化 局H .ス パ デ ィオ

8.TrainingofArchitectsasConservatorsintheCourseofHigherEciuca-

tioninJapan(学 校 教 育 に お け る保 存 建 築 家 の 養 成)東 京 大 学 稲 垣 栄 三

9.TrainingofSpecialistsinConservationofMuralPainting(壁 画 保 存 専 門

家 の養 成)タ イ壁 画 保 存 担 当官W.N.ソ ン クラ ー

10.TrainingofConservationSpecialistsforCulturalPropertyBuildings(文

化 財建 造 物 修理 技 術者 の養 成)文 化 庁 文 化 財 保 護 部 鈴 木 嘉 吉

11.StatusofTrainingCoursesinConservation(保 存 に おけ る養 成 コ ー スの 位

置)イ ン ド国立 文 化 財 保 存 研 究 所0.P.ア グラ ワル

12.TrainingofConservationScientistsintheCourseofHigherEducation

andRefresherCourseSponsoredbytheTokyoNationalResearchInstitute

of・CulturalPropeties(保 存 担 当者 の 学校 教育 に お け る養 成及 び東 京 国 立 文 化 財

研 究 所 に お け る養 成研 修)東 京 国立 文 化 財 研 究所 江 本 義 理

13.AProposalfortheCurriculumandSyllabusoftheScientificPrinciples

ontheTrainingofConservationSpecialists(保 存 専 門家 養成 につ いて の科 学 的

基 本 方 針 に基 づ く履 修 課 程 及 び 教 授 要 綱 の 提 案)ソ ウル 大学T.Y.リ ー

14.TrainingofArchaeologistsintheCourseofHigherEducationand
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RefresherCoursesSponsoredbytheNaraNationalCulturalProperties

ResearchInstitute(学 校 教 育 に お け る考 古 学 者 の 養 成 及 び 奈 良 国 立 文 化 財 研 究所

にお け る養 成 研 修)奈 良 国 立 文 化 財 研 究 所 坪 井 清足

15.TraillingintheConservationofCulturalMaterialsinAustralia(文 化財

保 存 に お け る養 成)キ ャ ンベ ラ大 学C,ペ ア ソ ソ

11月2旧(木)

第4セ ッシ ョ ン イ ク ロム 活 動 ・討 議

16,ICCROMandTrainingfortheConservaCionofCulturalProperties(文

化財 保存 の た め の イ ク ロム と獲 成)イ ク ロムC.エ ル ダー

17,総 合 討議 司会C.エ ル ダー,伊 藤 延 男

《 参 加者 》

文 化庁 及 び附 属 機 関 ・博 物 館 ・美 術 館 職 員,sp大 学 教 官 等81名 。

V

保存科学部 ・修復技術部

第15回文化財保存修復研究協議会

日 時 昭和60年10月21日

会 場 東京国立文化財研究所会議室

主 題 近世以降の文化財保存 ・修復について 〔1〕

近年,比 較的年代は新しいが特定の地域においては重要な意味をもつた

め,そ の保存 ・修復について取上げられるようになった,民 具,漁 扮具

あるいは絵馬や藁製品などの保存 ・修復に関し,下記の研究協議が行わ

れた。

発表課題 ・発表者

(1}民 具の保存について

文化庁文化財保護部伝統文化課主任文化財調査官 天野 裁

② 漁携具の保存 ・修復処理

元興寺文化財研究所研究部保存科学研究室長 増沢 文武

〔3)民家の材料の耐久性

文化庁文化財保護部建造物課主任文化財調査官 宮沢 智士
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(4)泥 下地彩色の剥落止め

東京国立文化財研究所修復技術部第三修復技術研究室長 樋口 清治

(5)民 具等の生物劣化

東京国立文化財研究所保存科学部生物研究室長 新井 英夫

(6)開 陽丸引揚げ遺物の保存処理

東京国立文化財研究所保存科学部長 江本 義理

昭和60年 度文化財の保存に関する懇談会

日 時 昭和61年2月19日(水)

場 所 東京国立文化財研究所会議室

この会議は,文 化財の保存及び修復に関し,当研究所と文化庁側との意見交換の場

として澗在研究が円滑に推進され,ま た,文 化財保護事業が効果的な運営をもたらす

ことを目的として,文 化庁の担当官の出席を求めて懇談している。今年度は文化財保

護部長を始め,伝統文化課,記念物課,美 術工芸課及び建造物課の担当官が出席した。

当研究所から主に本年度における各部の調査研究の成果を報告し,次年度の調査研

究計画の説明を行った。また,文 化庁側から重要文化財荒神谷遺跡出土銅剣の修復並

びに中国敦iJ:莫高窟壁画保存修復協力費が当研究所特別研究として予算計上されるこ

とになった経緯などの報告があり,研究協力について申入れがあった。

昭和60年度重要文化資料研究協議会(第21年度)

我が国に伝来した文化財のうち,我 が国の歴史上,芸 術上,学 術上価値の高い重要

文化資料について,そ の保存活用YY資するため文化庁及び施設等機関の研究員等が研

究,協議することを目的とするこの協議会は,本研究所を当番機関として「文化財に関

する科学的調査方法」を討議課題として,3日 間の日程で下記のとおり開催された。

日 時 昭和60年7月3日(水)～5日(金)

会 場 東京国立文化財研究所会議室 ・東京国立博物館小講堂

見 学 寛永寺の文化財,文 化庁保有品

発表課題 ・発表者

絵画に関する最近の科学的調査方法と研究

東文研 美術部長 柳澤 孝
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国際 ・国内交流

立体X線 撮影について 東文研 保存科学部主任研究官 石川 陸郎

同 三浦 定俊

青銅原料の産地推定 一鉛同位体比一

束文研 保存科学部化学研究室長 馬淵 久夫

年輪年代学 奈文研 埋文センター研究員 光谷 拓実

出雲荒神谷遺跡出土銅剣の現状

文化庁 美術工芸課主任文化財調査官 三輪 嘉六

出雲荒神谷遺跡出土釦則の分析 束文研 保存科学部長 江本 義理

螺釦の技法について

東文研 修復技術部第一修復技術研究室長 中里 寿克

6.国 際 ・国 内交 流

(1)職 員 の 国 際 交 流

所 長

伊藤所長は,イ クロム(ロ ーマ園際文化財保存センター)日本政府代表に任命されて

お り,か つその理事及び財政 ・事業委員会委員に選出されているので,昭 和60年 度 も

次の2回 イタリア国に出張 した。

1.第18回 財政 ・事業委員会及び第39回 理事会出席のため,昭 和60年5月3日 より

12日 まで。

2,第19回 財政 ・事業委員会出席のため,昭 和91年2月5日 より10日 まで。

また,イ クロムとゲテイ財団の共同主催になる世界主要文化財保存研究所長会議が

イクロム本部で開催されたので,こ れに出席のため昭和60年12月4日 より9日 までイ

タリア国に出張 した。

次に東洋諸国への出張は次の2件 であった。すなわち,昭 和60年6月25日 より7月

8日 までは,中 華人民共和国に出張し,敦 煤石窟の保存事業に関する総合的助言をす

るための基礎資料蒐集及び石窟保存関係者との学術交流を行い,ま た,11月1日 より

4日 までは大韓民国に出張して,第8回 馬韓 ・百済文化国際学術会議に参加 して研究

発表を行った。
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美 術 部

第二研究室佐藤道信研究員は,文 部省在外研究員として昭和60年8月1日 から昭和

61年6月30日 までアメリカ合衆国に滞在し,同 国所在の近代 日本美術の調査研究を行

った。

芸 能 部

三隅治雄芸能部長は,民 俗舞踊の調査のため,昭 和61年2月1日 より14日 まで,'t

レーシア連邦に出張 し,西 マレーシアの各地及びボルネオ島サバ州の舞踊 ・音楽の調

査研究を行った。

修復技 術部

第二修復技術研究室長増田勝彦は,昭 和60年9月25日 か ら10月31日 まで,西 ドイツ

シaツ ットガル ト及びハイデルベルグ所在のベルツコレクションのうちの掛軸類の修

理調査を行った後,ICCROM(イ タ リア,ロ ーマ市)で,紙 本文化財修復のための華

礎実技 コースにおいて,講 義と実技指導を行った。

情報資料 部

鶴田武良写真資料研究室長は,張 大千研究討論会に出席のため,昭 和61年3月29日

か ら同月31日 まで,中 華民国に研修旅行を行った。

(2)海 外研究者の来訪

国 名

ア メ リ カ

中華人i共 和国

中華人民共和国

中華人民共和国

中華人民共和国

中華人民共和国

S.60.4.1-　 61.3.31

氏 名
冒1-一 一 『7'

}A.P.シ ユ ニ ー ビ ソ ド
F

,

所

カリフォルニア大学教授

中国山西省博物館陳列部

中国映西乾陵博物館館長

陳西省文物保護考察団

陳西省文物保護考察団

陳西劣文物保護考察団

一68一

属

喬

楊

張

王

李

芝

興

秋

星

興

淑

正

錦

天

西

レ



9

国 名

中華人民共和国

大 韓 民 国

大 韓 民 国

大 韓 民 国

フ ラ ソ ス

イン ドネ シア

ア メ リ カ

イ ギ リ ス

イ ギ リ ス

西 ド イ ツ

中華人民共和国

中華入民共和国

中華人民共和国

中華人民共和国

中華人民共和国

カ

ス

ス

リ

リ

リ

メ

ギ

ギ

ア

イ

イ

中華人民共和国

中華人民共和国

中華人民共和国

中華人民共和国

中華人民共和国

中華人民共和国

オーストラリア

中華人民共和国

中華人民共和国

フ ラ ン ス

大 韓 民 国

大 韓 民 園

ア メ リ カ

所

陳西省文物保護考察団

文化公報部文化財管理局

文化公報部文化財管理局

韓国文化院

イコモス

文化総局長

国立美術館,紙 の保存家

属

ウィンザー城王立図審館学芸員

ウィンザー城王立図轡館学芸員

東アジア芸術博物館

中国「故宮博物院紫禁城芸術展」代表
団

中国「故宮博物院紫禁城芸術展」代表
団

中国「故宮博物院紫禁城芸術展」代表
団

中国「故宮博物院紫禁城芸術展」代表
団

中国「放宮博物院紫禁城芸術展」代表
団
ハーバード大学美術 ・建築学科講師

カンパウェル大学保存研究所
'?ン島博物館公文書記録保管所管理

者

中国敦煤展覧代表団

中国文化部官員代表団

中国文化部官員代表団

中国文化部官員代表団

中国文化部官員代表団

中国文化部官員代表団

美術工芸化学博物館

清華大学

敦燃研究院院長

繊維歴史博物館

文化財企画官

文化財研究所学芸研究官
ニューヨーク近代美術館

張

李

安

李

氏

国際 ・国内交流

斌

宰

沫

徳

洪

辰

名

M.D.ラ ベ ー ル

H.ス パ デ ィ ナ

A.ド ワ ン

∫,バ ク ス タ ー

M.ウ オ ー ン ズ

B,P.ボ ー ガ ー ズ

干

金

李

梁

巨

堅

楓

毅 半

匡 忠

東 梅

W.コ ー ル ド レ イ ク

G.V.ロ ビ ン ス

R,グ レイ グ

民

珂

順

櫛†
云

著

ス

敬

傑

リ

錬

典

ン

ロ

済

中

乗

明

卿

水

リ

根

文

ナ

在

由

グ

コ

リ

ン

且

モ

キ

呂

魏

刑

張

彰

石

L

楊

段

R

郷

趙

八
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事 業

国 名

ア メ リ カ

中華人民共和国

中華人民共和国

中華人民共和国

中華人民共和国
フ ラ ン ス

中 華 民 国

所

メトロポリタン美術館

属

新彊ウイグル自治区文化副庁長

新彊ウイグル自治区文化庁文物所副
所長助理研究員

新彊ウイグル自治区文化庁

新彊ウイグル自治区博物館館長

京都大学大学院博士後期課程

故宮博物院

B

柴

韓

氏 名

フィスク

王

沙

C

謝

桂 銘

翔

経 奎

比 提

ガ リア ン

金 鶯

伽

(3)招 へ い研究 員

昭和53年度より招へい研究員の制度が設けられ,本 年度は国外3名,国 内2名 の研

究員に研究が委嘱され,下 記のように共同研究が行われた。

1)エ ドワー ド・ブイ・セイアー(スミソニアソ研究所 ・博物館保存センター・保存分

析研究室物理研究員)

共同研究課題 中国古銅器の自然科学的研究

研 究代表者 保存科学部長 江本 義理

委 嘱 期 間61年3月1日 ～3月22日

2)張 慶浩(大韓民国文化財研究所美術工芸研究室長)

共同研究課題 文化財保存事業の日韓比較研究

研 究代 表者 所長 伊藤 延男

委 嘱 期 間61年1月20日 ～2月4日

3)鄭 永鏑(大韓民国檀国大学校教授)

共同研究課題 日本における7～8世 紀の仏像と韓国における仏像との比較研究

研究代表者 美術部長 柳澤 孝

委 嘱 期 間61年2月10日 ～2月15日

4)百 橋 明穂(神戸大学文学部助教授)

共同研究課題 平安仏画の代表的作品に関する共同研究

研 究代衷者 美術部長 柳澤 孝

委 嘱 期 間61年2月3日 ～2月17日

一?0一
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国際 ・国内交流

5)浅 田 栄一(豊橋技術科大学工学部教授)

共同研究課題 非破壊的方法による彩色顔料の分析に関する研究

研究代表者 保存科学部長 江本 義理

委 嘱 期 間61年3月10日 ～3月30日
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V.研 究施設 ・設備

1.蔵 書

美術関係 図書

日本 ・東洋古美術,日 本近代 ・現代美術,西 洋美術の全般にわたる研究書を中心に,

関連図雷,各 種叢書,辞 典類など和漢書(37,949),洋 書(3,997),計41,944冊 のほか,

各都道府県市町村教育委員会編集の文化財関係報告書,美 術関係雑誌,紀 要類,売 立

目録,展 覧会 目録などを所蔵 し,所 内及び所外の研究者の利用に供 している。

1

芸 能関係 図書

雅楽 ・春事 ・能 ・歌舞伎 ・文楽 ・邦楽 ・邦舞 ・民俗芸能 ・寄席芸,そ の他わが国の

伝統芸能の研究に必要な図書7,705冊 を所蔵する。演芸画報 ・歌舞伎新報 ・歌舞伎(第

1次)・ テア トロ(第1次)・ 新劇 ・上方 ・民俗芸術 ・日本民俗 ・芸能復興 ・郷土研究

旅と伝説などの雑誌,そ れに声明本 ・謡本 ・難子手付本丸本 ・などの台本 ・譜本も収

集 している。

保存科学 ・修復技術関係図書

古来の伝統的生産及び工芸技術書,技 術史,又 は数少ないそれらの科学的究明を試

みたもの,修 理工事報告書及び化学 ・物理学 ・生物学部門の保存科学に関連ある和洋

書を合わせて2,580冊を所蔵している。

本年度における収書数と総計は次表のとおりである。

区 分騰 犠 課 、欝醜 計
6・ 年 度 ―3・ ・冊}6冊1299冊14冊56冊14・ 冊17・6冊

総 数

VV-

37,947"3,997"7,633"― 72〃1,572〃 匡 ・・8〃152,229〃

じ

o
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2.資 斗*

資 斗*

美術 関係資料

実物 よりの直接撮影を主にした写真資料の作成整理 と,購 入写真,複 写写真による

補足整備に加えて,印 刷物中の図版をもおさめるという方式で,当 研究所設立当初 よ

り一貫 して力を洋いできた写真資料を有する。それらは日本東洋古美術,日 本近代 ・

現代美術,西 洋美術の全域にわた り,そ れぞれ絵画,書 蹟,彫 刻,工 芸,建 築等の諸

部門に及ぶ。特別大型のものから小型のものまで総数凡そ26万 点,原 板保有量はほぼ

3分 の1に あた り,別 にマイクロ ・フィルム255巻 がある。写真資料のほか,拓 本,

作家伝記資料,落 款印章資料,近 代 ・現代作家 ・団体 ・作品資料,資 料スクラップ等

と,図 書カー ド,図 版 カー ド,各 種索引類など多数。

芸能関係資料

レコー ド・録音テープ ・写真(8ミ リ・16ミ リシネを含む)等 による芸能資料を数多

くそなえている。 レコー ドには,毎 年各製作会社から発売される伝統芸能関係 レコー

ドのほか,昭 和35年 度文部省機関研究費によって購入した安原コレクションレコー ド

5,450枚 が含まれている。 安原コレクションは,明 治 ・大正 ・昭和三代にわたって発

売された各種邦楽 レコー ドを網羅 したもので,近 代における邦楽の実態と変遷を知る

上で貴重な資料である。録音テープ及び写真は雅楽 ・能 ・歌舞伎 ・邦楽 ・邦舞 ・寺院

行事 ・民俗芸能その他の伝統芸能を対象に記録してきたもので,奏 演法の解析を中心

とした写真 ・テープ,あ るいは各種文書の記録写真等も含んでいる。種別による所蔵

数は次のとお りである。

o

亀

1録 音 テ ー プ区 分
レ コー ド1

従 来 方 式lPCM方 式

昭 和60年 度35枚;27本0本

計7,061〃 層2,617〃82〃

シ 不 フ ィ ル ム

3mm16mm

O本

198〃4〃

オ

ブ

本　

デ

一

3

ビ

テ

.
本
一
〇

・6刺

一?3一



口

研究施設 ・設備

3.機 器 ・設 備

プラズマ発光分光分析装置(LC.P。)

アルゴソのプラズマ中で発光する試料中の構成元素を分析波長順にppbか ら1000

ppmの 広い濃度レンジで連続的に定量分析ができる装置である。従来,文 化財の材質,

組成)'YVついて分析化学的情報に欠けていたが,本 装置の導入によって微量分析が容易

とな り保存科学に関する研究面の応用が期待され る。既に10種 類程度の金属元素につ

いて同時定量分析を試み好結果をえている。

b

4.黒 田記 念室

黒田記念室は,本 研究所の創立者帝国美術院長子爵故黒田清輝の功績を記念するた

めに設けられた陳列室であって,黒 田清輝の油絵 ・素描 ・写生帳等を収蔵 している。

創立当時主 として黒田家から寄贈された ものは,油 絵125点,素 描170点,写 生帳等

であるが,そ の後黒田照子夫人,樺 山愛輔,田 中良氏等からの寄贈が加わった。収蔵

品の主なるものは,「知 ・感 ・情」・「花野」・「湖畔」・「赤髪の少女」・「もるる日影」・

「温室花壇」等である。

5.閲 覧 室

本研究所情報資料部の図書写真及び各種研究資料は,主 として研究者 ・学者 ・美術

関係専攻の学生等の利用に供 している。年間の閲覧者数は,約400名 である。

9
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V【.関 係 法 規
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◎文部省繍 令抄(灘59藷6。灘 第欝 政126)

第2章 文化庁

第3節 施設等機関

(施設等機関)

第108条 文化庁長官の所轄の下に,文 化庁に国立国語研究所を置 く。

2,前 項に定めるもののほか,文 化庁に次の施設等機関を置 く。

国立博物館

国立近代美術館

国立西洋美術館

国立国際美術館

国立文化財研究所

(国立文化財研究所)

第114条 国立文化財研究所は,文 化財に関す る調査研究,資 料の作成及びその公表

を行 う機関とする。

2,国 立文化財研究所には,支 所を置くことができる。

3.国 立文化財研究所及びその支所の名称,位 置及び内部組織は,文 部省令で定める。

(研究施設の指定)

第115条 国立国語研究所及び国立文化財研究所は,法 第5条 第37号 に規定する政令

で定める研究施設とする。

◎文部省設置法施行規則抄 螺 罐 姦畿 零獺 令、敏 令pi28)

第5章 文化庁の施設等機関

第4節 国立文化財研究所

第1款 名称及び位置

(名称及び位置)
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関 係 法 規

第116条 の9国 立文化財研究所の名称及び位置は,次 の表に掲げるとお りとする。

1名
1

称 位 置}

東京国立文化財研究所}東 京都台東区1

奈良国立文化財研矧 奈良縣 良市1

第1款 の2東 京国立文化財研究所

(所 長)・,

第117条 東京国立文化財研究所に,所 長を置く。

2.所 長は,所 務を掌理する。

(内部組織)

第118条 東京国立文化財研究所に,庶 務課及び次の五部を置 く。

(1)美 術 部

② 芸 能 部

③ 保存科学部

(4)修 復技術部

㈲ 情報資料部

(庶務課の事務)

第119条 庶務課においては,次 の事務をつかさどる。

(1)職 員の人事に関する事務を処理すること。

(2)職 員の福利厚生に関する事務を処理すること。

(3)公 文書類の接受及び公印の管守その他庶務に関すること。

(4)経 費及び収入の予算,決 算その他会計に関する事務を処理すること。

⑤ 行政財産及び物品の管理に関する事務を処理すること。

(6)庁 内の取締 りに関すること。

(7)前 各 号に掲げるもののほか,他 の所掌に属 しない事務を処理すること。

(美 術部の二室及び事務)

第120条 美術部に,第 一研究室及び第二研究室を置 く。

2.第 一研究室においては,わ が国の上代,中 世及び近世の美術並びに東洋美術に関

す る調査研究を行ない,及 びその結果の公表を行なう。

一?6一
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関 係 法 規

3.第 二研究室においては,わ が国の近代及び現代の美術並びに西洋美術に関する調

査研究を行ない,及 びその結果の公表を行な うとともに黒田記念室に関する事務を

つかさどる。'

(芸能部の三室及び事務)

第121条 芸能部に,演 劇研究室,音 楽舞踊研究室及び民俗芸能研究室を置 く。

2.演 劇研究室においては,演 劇及びその保存に関す る調査研究を行ない,並 びにそ

の結果の公表を行なう。

3.音 楽舞踊研究室においては,音 楽及び舞踊並びにこれ らの保存に関する調査研究

を行ない,並 びにその結果の公表を行な う。

4.民 俗芸能研究室においては,民 俗芸能及びその保存に関する調査研究を行ない,

並びにその結果の公表を行な う。

(保存科学部の三室及び事務)

第122条 保存科学部に,化 学研究室,物 理研究室及び生物研究室を置 く。

2.化 学研究室においては,文 化財及びその保存に関する化学的調査研究(分 析化学的

調査研究を含む。)を行ない,並 びにその結果の公表を行なう。

3.物 理研究室においては,文化財及びその保存に関する物理学的調査研究を行ない,

並 びにその結果の公表を行なう。

4.生 物研究室においては,文化財及びその保存に関する生物学的調査研究を行ない,

並 びにその結果の公表を行な う。

(修復技術部の三室及び事務)

第122条 の2修 復技術部に,第 一修復技術研究室,第 二修復技術研究室及び第三修

復技術研究室を置 く。

2.第 一修復技術研究室においては,木,漆 その他次項及び第四項の材料以外のもの

を材料とする文化財の修復に関す る科学的,技 術的調査研究を行ない,及 びその結

果の公表を行なう。

3.第 二修復技術研究室においては,紙,布 又は革を材料とする文化財の修復に関す

る科学的,技 術的調査研究を行ない,及 びその結果の公表を行な う。

臨 第三修復技術研究室においては,石,土 又は金属を材料とする文化財の修復に関

する科学的,技 術的調査研究を行ない,及 びその結果の公表を行な う。
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関 係 法 規

(情報資料部の二室及び事務)

繁122条 の3情 報資料部Y'`,文 献 資料研究室及び写真資料研究室を置 く。

2.文 献資料研究室においては,第118条 第1号 か ら第4号 までに掲げる各部の所掌

に係る文献資料その他の資料(写真資料を除 く。)の作成,収 集,整 理,保 管,公 表,

閲 覧及び調査研究を行なう。

3。 写真資料研究室においては,第118条 第1号 から第4号 までに掲げる各部の所掌

に係る写真資料の作成,収 集,整 理,保 管,公 表,閲 覧及び調査研究を行なう。

雪
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